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第６次日野 町総合計画令和３年３月定例会で可決された 解説するにゃん

＜総合計画の効果を高める2 つの視点＞
　①様々な面からのアプローチや相互のつながりに着目した政策づくり
　②役割分担をしながらみんなでともにまちづくりを進めていく仕組み
づくり

　行政は、今までの縦割りの壁を破り、横連携や連続性のある事業展開
をして、役場職員には、成功体験を積み重ねるような人材育成が大切です。
　議会も同じように、総合的な視野で行政の事業をチェックすることが
求められます。また議会が、行政と住民のつながりや関係をつなぐ役割
をすることによって、「ともに創るまち」が実現できるものと期待してい
ます。

「SDGs（エスディージーズ）」とは
「だれ 1 人取り残さないように、あらゆる問題をみんなで解決する目標」
「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であ
り、2015年 9月に国連で開かれたサミットの中で世界のリーダーによ
って決められた国際社会共通の目標のこと。取り組みをわかりやすく表
現できるものとして、世界中で共通のアイコンが使用されています。

取材協力：総合計画懇話会座長　只友景士 龍谷大学教授

第6次日野町総合計画は、
日野町の全ての計画の基本であり最上位に位置付けられます。

第6次日野町総合計画

人　仕事　暮らし
都市基盤　地域

５つの柱

10の基本政策・34の分野
子育て　学び　産業　賑わい　共生社会
自然　備え　都市環境　地域　行財政

それぞれの分野に関連する個別計画

総合計画にSDGs の視点を取り入れ持続可能なまちづくりを強く意識！

地方創生
総合戦略

・日野町教育振興基本計画
・日野町男女共同参画行動計画
・日野町農業振興地域整備計画
・日野町森林整備計画
・日野町地域福祉計画
・日野町地域防災計画
・日野町都市計画マスタープラン　など

（人づくり・関係人口・定住人口）

総合計画は日野町の

すべての人に関係するので

ダイジェスト版が

全戸配布されるにゃん

基本計画のそれぞれの政策に、該当するSDGs のアイコンを割り当てることで、取り組
み内容が視覚的にもわかりやすくなっています。

◇時代の変化に対応し

■予想できる変化・・・人口減少、超高齢化、ICT、価値観
■予想できない変化・・・大災害、感染症
　→「何があってもみんなで乗り越える！」

◇だれもが輝き

■安心・・・だれ1人取り残さない、多様性が尊重される
■希望・・・すべての人が活躍する機会、歓迎されるチャレンジ

◇ともに創るまち

■連携・・・まちに関わるすべての人と連携していく
■協働・・・行政と住民の分担・協働、住民同士の協力

覚悟と決意が

表れているにゃん

みんなで未来を

つくるにゃん

だれもが気持ち良く暮らせるにゃん

総合計画懇話会座長に日野町総合計画で期待することを聞いてみたにゃん

日野町のめざすべき将来像
「時代の変化に対応し　だれもが輝き　ともに創るまち“日野”」

2議会だより
日野町議会
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持続的な町づくり施策と新型コロナウイルス感染症対策に重点

一般会計当初予算賛成多数で可決令和3年度 3月
定例会

　　町税大幅減収の見込み　　　 投資的経費の減少歳入 歳出
新規・拡充される事業を中心にピックアップ

問    新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金とはどのようなものか。
答    新型コロナウイルス感染症の税制上の措置として、固定資産税の減免制度が設けられて
おり、その減収分については全額国費で補填するとされたものである。

問  引きこもり相談支援事業を NPO 法人スープルに委託されるとのことについて、元々引きこもり
支援されている団体にあえて委託する事業スキームについて教えてほしい。

答    町の引きこもり相談支援センターの機能を担っていただくこと、併せて、現在町職員が
携わっている図書館で引きこもりの方の居場所づくりについても対応していただけるよ

う、スキームに入れさせていただこうと考えている。

問   ごみの収集方法が長年変わっていない。例えば乾電池と粗大ごみを合わせて回収するなど、コス
ト改善できないか。

答    複数種類のごみを収集する場合、1台の収集車にごみが混在するため、収集車等の改善
が必要となることが考えられる。収集業者等とも相談しながら研究していきたい。

問  学校給食事業で地場産材の野菜を多く使い、有機野菜が使えるようになれば良いと思うが、有機
化の状況はどうか。

答    学校給食では、日野産のお米を全量使用している。有機食材化は使用単価が高くなるこ
とが考えられ、保護者に負担が増えないように慎重に取り組んでいきたい。

質
　
疑
　
応
　
答

　3 月 16 日、17 日に予算特別委員会が開催され、一般会計新年度予算、補正予算の認定につい
て集中審査を行いました。委員から予算の編成や今後の町政運営に生かしていくべき事項につい
て、積極的な発言や問題提起がされました。その内容の一部を記載します。

3億2,709万8千円 1,265万5千円 666万1千円
わたむきホール虹天井耐震工事
外壁工事や子ども文化体験費等

国民スポーツ大会に伴う整備等
（大谷公園野球場の整備）

中山間地域農用地の維持管理
活動の支援費等

998万5千円 1,875万5千円 446万円
障がい児学童（ともだち）増築
工事等（医療的ケア児童対応棟）

持続可能な公共交通に向けた
整備費用等（町道北脇杣線）

地域おこし協力隊募集に係る
経費等（観光基盤づくりを目的）

文化振興事業 スポーツ振興事業 中山間地域維持管理事業

障がい児支援事業 町単独道路改良事業 地域活性化事業

4議会だより
日野町議会



持続的な町づくり施策と新型コロナウイルス感染症対策に重点

一般会計当初予算賛成多数で可決令和3年度 3月
定例会

　　町税大幅減収の見込み　　　 投資的経費の減少歳入 歳出

令和3年度一般会計補正予算（第1号）  全会一致で可決

昨年との比較 令和 2 年度 令和 3 年度 増減額
一般会計総額 89億100万円 89億1,200万円 1,100万円 ↗️

歳入　　　　　　　代表的な上位６項目　                             ↓（総額に占める割合）　　  ↓（総額に占める割合）
町税（町民税・固定資産税などの税金） 36億4,389万円 40.9% 33億7,109万円 37.8% △2億7,280万円 ↘️
地方交付税

（国からの普通交付税・特別交付税） 12億円 13.5% 14億円 15.7% 2億円 ↗️

国庫支出金（国からの補助金） 9億4,886万円 10.7% 9億3,231万円 10.5% △1,655万円 ↘️
県支出金（県からの補助金） 7億5,599万円 8.5% 8億1,011万円 9.1% 5,412万円 ↗️
地方債（町の借入金） 7億360万円 7.9% 7億3,480万円 8.2% 3,120万円 ↗️
繰入金（基金からの繰入金） 4億9,942万円 5.6% 5億3,052万円 6.0% 3,110万円 ↗️

歳出（性質別）　　代表的な上位６項目　
人件費

（町職員の給与共済費、議員報酬など） 21億3,167万円 23.9% 21億5,708万円 24.2% 2,541万円 ↗️

補助費等
（広域行政への負担金や各種団体への補助金など） 16億8,730万円 19.0% 17億2,818万円 19.4% 4,088万円 ↗️

扶助費
（児童手当や障がい者・高齢者福祉の経費など） 15億9,242万円 17.9% 16億1,444万円 18.1% 2,202万円 ↗️

物件費
（光熱水費、消耗品費、施設管理の経費など） 12億265万円 13.5% 12億2,412万円 13.7% 2,147万円 ↗️

普通建設事業費
（社会資本の整備に要する投資的経費など） 8億421万円 9.0% 6億7,639万円 7.6% △1億2,782万円 ↘️

公債費（町の借入金の返済費用） 7億6,164万円 8.6% 7億8,828万円 8.8% 2,664万円 ↗️

●1億2,065万 7千円を追加　補正後の予算総額　90億3,265万 7千円

　新型コロナウイルスに係るワクチン接種および民間企業の寄付事業等、早期の対応を要する
事業に対して所要の措置を講じたものです。
　なお、ワクチン接種の財源は、国庫支出金等により賄われます。

補正の概要

主な事業

　令和 3 年度の一般会計予算の総額は、前年度比 1,000 万円増の積極的な予算編成となりました。新
型コロナウイルス感染症による景気低迷により大幅な町税の減収見込みとなり、地方交付税でこの税収
減に対応する増額を見込んでいるものの、財政調整基金と減債基金を取り崩し、厳しい財政運営を迫ら
れる形となりました。こうした状況の中においても、行政運営に必要な経費、社会保障関係費などが増え
ていく傾向にあり、普通建設事業費に位置づけされる将来への投資的費用が減額となっています。
　今年は第 6 次日野町総合計画のスタートの年度であり、将来を見据えた施策の実現に向け始動しなけ
ればなりません。コロナ禍で経済への先行き不透明感が漂う中、財政動向と施策の執行状況をしっかり
と注視し評価していくことが議会の使命だと捉えています。

接種会場でのシミュレーション風景

①新型コロナウイルスワクチン予防接種事業
 1億 598万 4千円
②感染症緊急衛生対策事業（新型コロナウイルス関係）
 409万円
③会計年度任用職員人件費（予防費）
 958万 3千円

5 議会だより
日野町議会



　３月議会では、一般会計はじめ特別会計、企業会計のそれぞれについて下記の通り補正予算が提案さ
れ、十分な審議ののち可決されました。

３月補正予算の概要令和2年度

まちづくり
応援基金積立金

7,811千円
多くの方からご寄附をいただいたま
ちづくり応援寄附金を、活力に満ちた
まちづくりの推進のために積み立てる

水道事業会計
繰出金

30,377千円
新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う町民支援の水道基本料金減免
相当額の一部に充てるための繰出金

社会資本整備
総合交付金事業

122,600千円
町道西大路鎌掛線道路改良工事等
に係る国交付金追加割当による工
事請負費の増額

中学校管理
運営事業

23,007千円
小中学校の教育活動の質を改善するため、教職員の校務
支援に係るパソコン機器および支援ソフトの整備

西大路地区定住宅地整備の上水道
整備

町道舗装修繕に係る国交付金追加
割当による工事請負費の増額

日野町小規模企業者減収緩和支援
金等、事業費の精算

小学校管理
運営事業

44,171千円

社会資本整備総合
交付金事業（防災・安全）

67,500千円

西大路定住宅地
整備事業

10,600千円

防災情報伝達
システム整備事業

△84,497千円
入札結果に基づく事業費の精算

地域経済緊急
支援事業

△41,810千円

１．補正予算の規模

２．一般会計補正予算（第９号）の主なもの

一般会計
特別会計
企業会計
合 　 計

8,901,000
4,848,057
2,332,486
16,081,543

11,919,031
4,955,464
2,369,925
19,244,420

12,261
△124,874
21,447
△91,166

11,931,292
4,830,590
2,391,372
19,153,254

令和２年度
当初予算額 ①

令和２年度
現計予算額 ②

３月補正後
予算額 ③

伸び率（％）
（③－①）/①３月補正額

34.0
△0.4
2.5
19.1

３．特別会計補正予算の主なもの
①国民健康保険・・・療養給付費等の保険給付費の減額 
②介護保険・・・保険給付費の減額、介護給付費準備基金積立金の増額
③後期高齢者医療・・・後期高齢者医療広域連合納付金の精算による増額
④農業集落排水事業・・・農業集落排水処理管理費等の精算による減額

△80,873 千円
△42,162 千円
3,418 千円
△4,590 千円

４．企業会計補正予算の主なもの
①下水道事業・・・流域下水道維持管理負担金および管渠整備事業費の増額 21,447 千円

（単位：千円）

6議会だより
日野町議会
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繰出金

30,377千円
新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う町民支援の水道基本料金減免
相当額の一部に充てるための繰出金

社会資本整備
総合交付金事業

122,600千円
町道西大路鎌掛線道路改良工事等
に係る国交付金追加割当による工
事請負費の増額

中学校管理
運営事業

23,007千円
小中学校の教育活動の質を改善するため、教職員の校務
支援に係るパソコン機器および支援ソフトの整備

西大路地区定住宅地整備の上水道
整備

町道舗装修繕に係る国交付金追加
割当による工事請負費の増額

日野町小規模企業者減収緩和支援
金等、事業費の精算

小学校管理
運営事業

44,171千円

社会資本整備総合
交付金事業（防災・安全）

67,500千円

西大路定住宅地
整備事業

10,600千円

防災情報伝達
システム整備事業

△84,497千円
入札結果に基づく事業費の精算

地域経済緊急
支援事業

△41,810千円

１．補正予算の規模

２．一般会計補正予算（第９号）の主なもの

一般会計
特別会計
企業会計
合 　 計

8,901,000
4,848,057
2,332,486
16,081,543

11,919,031
4,955,464
2,369,925
19,244,420

12,261
△124,874
21,447
△91,166

11,931,292
4,830,590
2,391,372
19,153,254

令和２年度
当初予算額 ①

令和２年度
現計予算額 ②

３月補正後
予算額 ③

伸び率（％）
（③－①）/①３月補正額

34.0
△0.4
2.5
19.1

３．特別会計補正予算の主なもの
①国民健康保険・・・療養給付費等の保険給付費の減額 
②介護保険・・・保険給付費の減額、介護給付費準備基金積立金の増額
③後期高齢者医療・・・後期高齢者医療広域連合納付金の精算による増額
④農業集落排水事業・・・農業集落排水処理管理費等の精算による減額

△80,873 千円
△42,162 千円
3,418 千円
△4,590 千円

４．企業会計補正予算の主なもの
①下水道事業・・・流域下水道維持管理負担金および管渠整備事業費の増額 21,447 千円

（単位：千円）

令和 3年3月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）
右のQRコードを読み取ると一般質問の録画が視聴できます。

日野町議会インターネット中継 検索

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容

1 山田　人志
1. 持続可能な地域コミュニティ
　　①現行の地域福祉活動について
　　②地域コミュニティの再編について

P.8

2 髙橋　源三郎 1. コロナ不況による財政赤字への対応をどうするか
2. 少子化問題とその抜本的対策について P.9

3 西澤　正治 1. 新型コロナウイルス感染症第 3 波の鎮静化に向けて P.10

4 奥平　英雄 1. 町道大窪内池線の道路整備を
2. 通学路にはグリーンベルトを P.11

5 谷　　成隆 1. 地域コミュニティと施設の補助制度及び
　 地域避難施設の考え方について P.12

6 山本　秀喜
1. 新型コロナ、検査体制と支援事業は
2. 新町政でのコンプライアンス ( 法順守）は
3. 学童保育所、この先定員オーバーの見込み

P.13

7 齋藤　光弘
1. 副町長の任期問題
2. 中山間地域等直接支払交付金事業の実施
3. 老人クラブ活動の重要性

P.14

8 中西　佳子 1. がん対策について
2. 定住促進について P.15

9 1. 任期問題をめぐる副町長自身の認識
2. 日野町におけるジェンダー平等へのみちすじ P.16

10 池元　法子 1. 後期高齢者医療制度と国民健康保険の改悪
2. 堀江町長の政治姿勢を問う P.17

11 後藤　勇樹 1.12 月議会に続き、いせの調整池の不明瞭な扱いを問う
2. 農振 ( 農業振興地域）指定の今後の計画は P.18

12 野矢　貴之 1. 人口減少でも豊かな地域にするために
　「学びの機会×実践の機会」を！ P.19

加藤　和幸

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

7 議会だより
日野町議会



持続可能な地域コミュニティ
① 現行の地域福祉活動について
② 地域コミュニティの再編について

態
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
が
、
字
福

祉
会
と
い
う
小
さ
な
単
位
で
の
活

動
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

答　
自
治
会
の
な
か
で
支
え
合
う

利
点
が
あ
る
反
面
、
事
業
内
容
等
に

よ
っ
て
は
負
担
を
重
く
感
じ
る
場
合

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
制
度
が
き
ち
ん
と
評
価
さ

れ
な
い
ま
ま
社
会
環
境
の
変
化
で

制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
な

ら
、
町
行
政
が
き
っ
か
け
を
与
え

て
、
制
度
全
体
を
つ
く
り
直
す
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
様
々

な
話
し
合
い
が
さ
れ
、
先
進
事
例
を

参
考
に
し
た
り
、
自
由
度
の
高
い
取

り
組
み
を
始
め
る
等
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
対
し
て
、
町
が
支
援
す
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

�

再
編
に
つ
い
て

　
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
ま
で
言
及

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
極
め
て
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
あ
る
も

の
の
、
近
い
将
来
に
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
な
の
で
、
問
題
提
起
の

意
味
か
ら
一
問
一
答
で
質
問
し
ま

し
た
。

問　
日
野
町
の
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
長
年
維
持
さ
れ
て
き
た
の

は
、
区
・
区
長
へ
の
依
存
と
い
う

点
が
大
き
い
と
思
う
が
、
執
行
側

の
認
識
は
ど
う
か
。

答　
指
摘
の
と
お
り
、
日
野
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
区
長
を
中
心
に
区

が
活
動
や
人
選
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
な
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

問　
区
の
制
度
は
、
旧
日
野
町
制

と
同
時
に
始
ま
っ
た
一
種
の
行
政

シ
ス
テ
ム
で
、
自
主
的
な
共
同
体

と
は
い
え
ず
、
そ
の
制
度
が
昨
年

廃
止
に
な
っ
て
、
自
治
会
運
営
を

整
理
す
る
機
会
で
は
な
い
か
。

答　
自
治
会
に
係
る
概
念
や
定
義
を

示
す
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

問　
課
題
別
団
体
の
う
ち
日
野
地

区
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

例
に
と
る
と
、
①
行
政
の
姿
が
見

え
な
い
②
事
務
負
担
が
大
き
い
③

区
長
の
負
担
も
あ
る
④
公
民
館
の

施
設
や
設
備
に
依
存
し
て
い
る
と

い
っ
た
問
題
が
あ
る
。

　
公
民
館
が
関
わ
る
こ
と
で
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

答　
教
育
を
基
本
に
お
き
な
が
ら
、

地
区
の
課
題
解
決
の
た
め
の
拠
点
と

し
て
考
え
た
い
。

問　
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

持
続
の
不
安
が
あ
る
今
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
を
町
政
の
優

先
課
題
に
置
け
な
い
か
。

答　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
先
人
が
築
い
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
な
が
ら

も
、
時
代
に
合
っ
た
し
く
み
を
創
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
個
別
施
策
だ
け
で
地
域
に
根
を

張
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
不
安
や

不
満
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
は

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て

も
大
き
な
予
算
を
使
う
わ
け
で
は

な
く
、
日
野
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
根
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

現
行
の
地
域
福
祉
活
動

�

に
つ
い
て

　
日
野
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
こ
れ
か
ら
先
も
持
続
可
能
か
を

大
き
な
テ
ー
マ
に
し
、
１
問
目
で

は
、
と
く
に
地
域
福
祉
活
動
に
つ

い
て
、
一
問
一
答
で
聞
き
ま
し
た
。

問　
地
区
社
協
、
福
祉
協
力
員
、

字
福
祉
会
の
制
度
が
同
じ
時
期
に

始
ま
っ
た
理
由
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答　
平
成
２
年
度
か
ら
の
第
３
次
総

合
計
画
で
「
福
祉
の
ま
ち
」
を
目
指

し
、
地
域
福
祉
分
野
の
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問　
福
祉
協
力
員
が
設
置
さ
れ
た

当
初
、
地
区
社
協
の
な
か
で
活
動

す
る
と
の
規
則
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
規
則
は
変
更
さ
れ
た
の
か
。

答　
平
成
22
年
に
改
定
さ
れ
、
活
動

の
場
面
が
字
福
祉
会
な
ど
に
広
げ
ら

れ
た
。

問　
地
区
社
協
が
全
地
区
で
設
立

さ
れ
る
ま
で
10
年
程
度
を
要
し
た

の
で
、
福
祉
協
力
員
は
自
然
の
流

れ
で
先
に
設
立
し
た
字
福
祉
会
で

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
22
年
の
改
正
は
、
そ
の
実

山田 人志 議員

一 質般 問

コ
ロ
ナ
不
況
に
よ
る
財
政
赤

字
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か

問
　
法
人
町
民
税
や
個
人
町
民
税

を
納
付
す
る
予
定
の
企
業
や
会
社
、

商
店
、
飲
食
業
、
個
人
等
に
お
い

て
、
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
に
よ
り
休
業
や

営
業
自
粛
、
時
短
要
請
等
が
行
わ

れ
、
本
来
納
税
さ
れ
る
は
ず
の
町

民
税
が
大
幅
な
減
収
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
現
に
当
町
に
お

い
て
法
人
町
民
税
の
当
初
予
算
が
、

９
月
議
会
で
40
％
の
大
幅
な
減
額

補
正
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
企
業
や
会
社
等

に
対
し
休
業
や
営
業
自
粛
、
時
短

要
請
等
に
応
じ
た
事
業
者
等
に
対

し
て
、
税
金
を
投
入
し
て
補
助
金

や
協
力
金
、
支
援
金
等
を
支
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
税
収
が

減
る
一
方
で
支
出
が
増
え
れ
ば
財

政
赤
字
が
生
じ
る
こ
と
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
す
。
一
家
の
家
計

で
も
こ
の
道
理
は
同
じ
で
、
収
入

が
減
り
支
出
が
増
え
れ
ば
当
然
赤

字
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
コ
ロ
ナ
不
況
が
１
年
で
収
束
す

れ
ば
、
そ
の
後
の
努
力
で
財
政
は

何
と
か
持
ち
直
す
こ
と
が
出
来
ま

す
が
、
も
し
こ
の
ま
ま
２
年
、
３

年
と
続
い
た
場
合
、
経
済
は
大
変

な
苦
境
に
陥
り
、
経
済
恐
慌
に
発

展
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
こ
う
し
た
状
況
が
現
実

化
し
て
き
た
場
合
、
町
行
政
は
い

か
な
る
対
策
を
講
じ
そ
の
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
か
れ
る
の
か
、
ま

た
そ
の
後
も
、
経
済
的
な
後
遺

症
が
残
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
場
合
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ

を
克
服
さ
れ
る
の
か
。
想
定
で
き

る
範
囲
内
で
結
構
で
す
の
で
、
町

当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
国
で
は
「
国
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
安
心
と
希
望
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
経
済
危
機
に
対
し
て
は
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
国
の
役
割
と
し

て
適
切
な
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
。
ま
た
当
町
の
財
政
状
況
に
大
き

な
影
響
の
あ
る
地
方
財
政
計
画
も
、

国
の
「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
の
地
方
の

一
般
財
源
総
額
は
実
質
的
に
同
水
準

が
確
保
さ
れ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
内
容
は
一

定
維
持
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
不
況
に
対
し
て
、
国
の
交
付

金
や
減
収
補
填
債
等
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
措
置
さ
れ
た
財
源
は
し
っ
か
り
と
活

用
し
て
い
く
。
ま
た
不
測
の
事
態
に
備

え
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
、
必
要
な

施
策
を
積
極
的
に
前
進
さ
せ
る
。

少
子
化
問
題
と
そ
の
抜

本
的
対
策
に
つ
い
て

問
　
少
子
化
問
題
は
日
野
町
に
お

け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
新
成
人
の
数

と
昨
年
（
２
０
２
０
年
）
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
少
子
化
の
現

状
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
よ
り

始
ま
る
第
６
次
日
野
町
総
合
計
画

（
10
か
年
計
画
）
に
お
け
る
人
口
想

定
と
今
後
の
出
生
率
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
推
計
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
出
発
点
と

な
る
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の

髙橋 源三郎 議員

少子化問題とその抜本的対策について
コロナ不況による財政赤字への対応をどうするか

創
設
に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
進
事

例
を
踏
ま
え
て
町
と
し
て
の
「
秘

策
」
は
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
当
町
の
今
年
の
新
成
人
の
数
は

２
１
９
人
。
ま
た
令
和
２
年
の
出
生

数
は
１
４
４
人
（
新
成
人
の
65
％
）

で
す
。
全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、

日
野
町
も
例
外
で
は
な
い
。

第
６
次
日
野
町
総
合
計
画
で
は
、

２
０
３
０
年
の
人
口
は
１
万
９
０
０
４

人
と
推
計
し
て
お
り
、
若
者
の
定

住
化
等
の
施
策
を
講
じ
た
場
合
は

１
万
９
７
９
９
人
と
し
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
１
・
８
０
と
し
て
い
る
。

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
民
間
の
婚
活
ビ
ジ
ネ
ス
が

コ
ロ
ナ
禍
と
相
ま
っ
て
急
成
長
し
て
い

る
。
し
か
し
、
結
婚
や
出
産
を
支
援
す

る
こ
と
の
本
質
は
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
環
境
や
経
済
的
自
立
の

仕
組
み
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
風
土
や
安
定
し
た
収
入
が
得

ら
れ
る
雇
用
の
充
実
な
ど
、
社
会
全
体

で
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

コ
ロ
ナ
不
況
に
よ
る
財
政
赤

字
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か

問
　
法
人
町
民
税
や
個
人
町
民
税

を
納
付
す
る
予
定
の
企
業
や
会
社
、

商
店
、
飲
食
業
、
個
人
等
に
お
い

て
、
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
に
よ
り
休
業
や

営
業
自
粛
、
時
短
要
請
等
が
行
わ

れ
、
本
来
納
税
さ
れ
る
は
ず
の
町

民
税
が
大
幅
な
減
収
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
現
に
当
町
に
お

い
て
法
人
町
民
税
の
当
初
予
算
が
、

９
月
議
会
で
40
％
の
大
幅
な
減
額

補
正
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
企
業
や
会
社
等

に
対
し
休
業
や
営
業
自
粛
、
時
短

要
請
等
に
応
じ
た
事
業
者
等
に
対

し
て
、
税
金
を
投
入
し
て
補
助
金

や
協
力
金
、
支
援
金
等
を
支
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
税
収
が

減
る
一
方
で
支
出
が
増
え
れ
ば
財

政
赤
字
が
生
じ
る
こ
と
は
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
す
。
一
家
の
家
計

で
も
こ
の
道
理
は
同
じ
で
、
収
入

が
減
り
支
出
が
増
え
れ
ば
当
然
赤

字
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
コ
ロ
ナ
不
況
が
１
年
で
収
束
す

れ
ば
、
そ
の
後
の
努
力
で
財
政
は

何
と
か
持
ち
直
す
こ
と
が
出
来
ま

す
が
、
も
し
こ
の
ま
ま
２
年
、
３

年
と
続
い
た
場
合
、
経
済
は
大
変

な
苦
境
に
陥
り
、
経
済
恐
慌
に
発

展
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
こ
う
し
た
状
況
が
現
実

化
し
て
き
た
場
合
、
町
行
政
は
い

か
な
る
対
策
を
講
じ
そ
の
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
か
れ
る
の
か
、
ま

た
そ
の
後
も
、
経
済
的
な
後
遺

症
が
残
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
場
合
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ

を
克
服
さ
れ
る
の
か
。
想
定
で
き

る
範
囲
内
で
結
構
で
す
の
で
、
町

当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
国
で
は
「
国
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
安
心
と
希
望
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
経
済
危
機
に
対
し
て
は
、

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
国
の
役
割
と
し

て
適
切
な
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
。
ま
た
当
町
の
財
政
状
況
に
大
き

な
影
響
の
あ
る
地
方
財
政
計
画
も
、

国
の
「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
の
地
方
の

一
般
財
源
総
額
は
実
質
的
に
同
水
準

が
確
保
さ
れ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
内
容
は
一

定
維
持
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
不
況
に
対
し
て
、
国
の
交
付

金
や
減
収
補
填
債
等
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
措
置
さ
れ
た
財
源
は
し
っ
か
り
と
活

用
し
て
い
く
。
ま
た
不
測
の
事
態
に
備

え
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
、
必
要
な

施
策
を
積
極
的
に
前
進
さ
せ
る
。

少
子
化
問
題
と
そ
の
抜

本
的
対
策
に
つ
い
て

問
　
少
子
化
問
題
は
日
野
町
に
お

け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
新
成
人
の
数

と
昨
年
（
２
０
２
０
年
）
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
少
子
化
の
現

状
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
よ
り

始
ま
る
第
６
次
日
野
町
総
合
計
画

（
10
か
年
計
画
）
に
お
け
る
人
口
想

定
と
今
後
の
出
生
率
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
推
計
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
出
発
点
と

な
る
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の

髙橋 源三郎 議員

少子化問題とその抜本的対策について
コロナ不況による財政赤字への対応をどうするか

創
設
に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
進
事

例
を
踏
ま
え
て
町
と
し
て
の
「
秘

策
」
は
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
当
町
の
今
年
の
新
成
人
の
数
は

２
１
９
人
。
ま
た
令
和
２
年
の
出
生

数
は
１
４
４
人
（
新
成
人
の
65
％
）

で
す
。
全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、

日
野
町
も
例
外
で
は
な
い
。

第
６
次
日
野
町
総
合
計
画
で
は
、

２
０
３
０
年
の
人
口
は
１
万
９
０
０
４

人
と
推
計
し
て
お
り
、
若
者
の
定

住
化
等
の
施
策
を
講
じ
た
場
合
は

１
万
９
７
９
９
人
と
し
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
１
・
８
０
と
し
て
い
る
。

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
民
間
の
婚
活
ビ
ジ
ネ
ス
が

コ
ロ
ナ
禍
と
相
ま
っ
て
急
成
長
し
て
い

る
。
し
か
し
、
結
婚
や
出
産
を
支
援
す

る
こ
と
の
本
質
は
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
環
境
や
経
済
的
自
立
の

仕
組
み
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
風
土
や
安
定
し
た
収
入
が
得

ら
れ
る
雇
用
の
充
実
な
ど
、
社
会
全
体

で
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

通学路にはグリーンベルトを
町道大窪内池線の道路整備を 新型コロナウイルス感染症第3波の

鎮静化に向けて

西澤 正治 議員

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

問
　
①
高
齢
者
へ
の
接
種
は
、
４

月
中
旬
頃
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
良
い
の

か
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
町
へ
の
配
付
数
量

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

③
接
種
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の

確
保
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
①
②
日
野
町
に
は
、
４
月
12

日
に
3
5
0
回
分
の
ワ
ク
チ
ン

（
1
7
5
人
分
）
が
配
布
さ
れ
る
。

高
齢
者
の
方
か
ら
接
種
し
て
い
た
だ

く
。
４
月
26
日
の
週
以
降
に
配
分
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
定
す
れ
ば
集
団

接
種
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
高

齢
者
の
中
で
も
限
定
的
な
対
応
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

③
各
自
で
対
応
願
い
た
い
。

今
後
の
対
応
・
指
針
は

問
　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
小
中
学

校
が
休
校
と
な
り
、
各
種
団
体
の

総
会
や
自
治
会
の
役
員
会
、
字
内

の
神
事
・
仏
事
ま
で
中
止
、
縮
小
、

延
期
と
な
り
自
粛
ム
ー
ド
が
広
が

り
ま
し
た
。
本
年
は
、
集
会
や
行

事
の
開
催
、
会
食
の
機
会
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
堀

江
町
長
就
任
後
初
め
て
の
予
算
編

成
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
景
気
低
迷
で
、
町
税
の
大

幅
な
減
収
が
予
測
さ
れ
る
中
、
第

６
次
日
野
町
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
も
あ
り
、
10
年
先
を

視
野
に
入
れ
て
の
財
政
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
年
度
予
算
は
、
堀
江
町
長

の
公
約
を
取
り
入
れ
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
、
将
来
像
と
し
て
掲

げ
た
基
本
構
想
に
沿
っ
た
政
策
、

住
民
生
活
に
必
要
な
施
策
、
道
路

整
備
等
社
会
資
本
投
資
に
も
重
点

が
置
か
れ
た
内
容
で
あ
り
、
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
に
拡

散
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終

息
を
願
い
、
感
染
予
防
に
は
今
一

度
振
り
返
り
、
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
堀

江
町
長
就
任
後
初
め
て
の
予
算
編

成
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
景
気
低
迷
で
、
町
税
の
大

幅
な
減
収
が
予
測
さ
れ
る
中
、
第

６
次
日
野
町
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
も
あ
り
、
10
年
先
を

視
野
に
入
れ
て
の
財
政
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
年
度
予
算
は
、
堀
江
町
長

の
公
約
を
取
り
入
れ
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
、
将
来
像
と
し
て
掲

げ
た
基
本
構
想
に
沿
っ
た
政
策
、

住
民
生
活
に
必
要
な
施
策
、
道
路

整
備
等
社
会
資
本
投
資
に
も
重
点

が
置
か
れ
た
内
容
で
あ
り
、
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
に
拡

散
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終

息
を
願
い
、
感
染
予
防
に
は
今
一

度
振
り
返
り
、
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

ひ
ば
り
野
〜
里
口
道
路
の

雨
水
排
水
側
溝
工
事
を

問
　
松
尾
か
ら
大
窪
ま
で
は
雨

水
排
水
側
溝
工
事
が
で
き
て
あ
り
、

狭
い
道
路
で
も
大
型
バ
ス
の
往
来

等
で
も
道
路
際
に
寄
り
、
道
を
ゆ

ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ひ
ば
り

野
か
ら
里
口
に
か
け
て
は
道
路
際

に
段
差
が
あ
り
、
大
型
バ
ス
の
往

来
等
に
道
路
際
に
寄
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
で
す
。

　
ま
た
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
自
転
車

通
学
や
雨
降
り
に
は
傘
を
さ
し
通

学
を
さ
れ
、
道
路
際
の
段
差
が
あ

る
た
め
に
際
に
寄
れ
ず
、
よ
り
道

路
が
狭
く
な
り
大
型
バ
ス
の
往
来

を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
町
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
町
道
大
窪
内
池
線
の
ひ
ば
り
野

か
ら
里
口
地
先
に
つ
い
て
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
水
路
が
道
路
際
に
存
在

し
、
段
差
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

行
政
懇
談
会
等
で
も
要
望
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
滋
賀
県

道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
県
道
や
町
道
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
備
効
果
を
踏

ま
え
つ
つ
町
内
の
道
路
事
情
を
検
証

し
た
町
の
整
備
計
画
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

通
学
路
に
は

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

問
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、
小

学
校
の
通
学
路
に
引
か
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
２
月
中
旬

に
通
学
路
で
な
い
小
林
電
機
商
会

か
ら
札
の
辻
に
か
け
て
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
が
引
か
れ
て
い
ま
す
が
、

何
故
な
の
か
。
町
は
東
近
江
土
木

事
務
所
へ
依
頼
さ
れ
た
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。
ま
た
必
要
で
あ
れ
ば
、

そ
の
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。
で

き
れ
ば
通
学
路
に
は
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
を
引
く
こ
と
を
考
え
ら
れ
な

い
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
野
地
区
の
行
政
懇
談

会
や
日
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
継

続
し
て
改
善
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
か
ら
東
近
江
土
木
事

務
所
へ
要
望
し
、
小
林
電
機
商
会

か
ら
札
の
辻
の
区
間
も
含
め
て
引

き
直
し
を
実
施
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
日
野
小
学
校
の
通
学
路

と
な
っ
て
い
る
町
道
区
間
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
学
校
等
と
合
同
で

通
学
路
点
検
等
に
よ
り
現
状
を
確

認
し
て
お
り
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
設
置
ま
で
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
児
童
の
通

学
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
必
要

と
な
れ
ば
設
置
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
道
大
窪
内
池
線
に
つ
い
て

は
、
毎
日
の
生
活
道
路
で
あ
り
一

日
も
早
く
道
路
の
段
差
を
な
く
し

生
活
し
や
す
い
道
路
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

町
道
区
間
に
つ
い
て
も
必
要
な
と

こ
ろ
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
町
道
大
窪
内
池
線
に
つ
い
て

は
、
毎
日
の
生
活
道
路
で
あ
り
一

日
も
早
く
道
路
の
段
差
を
な
く
し

生
活
し
や
す
い
道
路
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

町
道
区
間
に
つ
い
て
も
必
要
な
と

こ
ろ
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

奥平 英雄 議員

上野田地先の道路際の雨水排水路

大窪札の辻地先のグリーンベルト

上野田地先の段差のある通学路

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
総
量
が
不
足
し
て
お
り
、
予
防

接
種
が
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら

は
遅
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
集
団
免

疫
の
効
果
も
不
明
で
あ
る
。
国
や
県

が
示
す
「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
３
密

の
回
避
」「
家
庭
内
・
職
場
で
の
感

染
対
策
の
徹
底
」「
会
食
は
感
染
対

策
を
し
た
上
で
、
家
族
や
普
段
一

緒
に
い
る
人
と
」
な
ど
の
徹
底
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
行
事
を
停
滞

す
る
こ
と
な
く
開
催
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ワクチン接種までの流れ

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

通学路にはグリーンベルトを
町道大窪内池線の道路整備を 新型コロナウイルス感染症第3波の

鎮静化に向けて

西澤 正治 議員

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

問
　
①
高
齢
者
へ
の
接
種
は
、
４

月
中
旬
頃
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
良
い
の

か
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
町
へ
の
配
付
数
量

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

③
接
種
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
の

確
保
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
①
②
日
野
町
に
は
、
４
月
12

日
に
3
5
0
回
分
の
ワ
ク
チ
ン

（
1
7
5
人
分
）
が
配
布
さ
れ
る
。

高
齢
者
の
方
か
ら
接
種
し
て
い
た
だ

く
。
４
月
26
日
の
週
以
降
に
配
分
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
定
す
れ
ば
集
団

接
種
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
高

齢
者
の
中
で
も
限
定
的
な
対
応
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

③
各
自
で
対
応
願
い
た
い
。

今
後
の
対
応
・
指
針
は

問
　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
小
中
学

校
が
休
校
と
な
り
、
各
種
団
体
の

総
会
や
自
治
会
の
役
員
会
、
字
内

の
神
事
・
仏
事
ま
で
中
止
、
縮
小
、

延
期
と
な
り
自
粛
ム
ー
ド
が
広
が

り
ま
し
た
。
本
年
は
、
集
会
や
行

事
の
開
催
、
会
食
の
機
会
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
堀

江
町
長
就
任
後
初
め
て
の
予
算
編

成
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
景
気
低
迷
で
、
町
税
の
大

幅
な
減
収
が
予
測
さ
れ
る
中
、
第

６
次
日
野
町
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
も
あ
り
、
10
年
先
を

視
野
に
入
れ
て
の
財
政
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
年
度
予
算
は
、
堀
江
町
長

の
公
約
を
取
り
入
れ
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
、
将
来
像
と
し
て
掲

げ
た
基
本
構
想
に
沿
っ
た
政
策
、

住
民
生
活
に
必
要
な
施
策
、
道
路

整
備
等
社
会
資
本
投
資
に
も
重
点

が
置
か
れ
た
内
容
で
あ
り
、
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
に
拡

散
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終

息
を
願
い
、
感
染
予
防
に
は
今
一

度
振
り
返
り
、
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
堀

江
町
長
就
任
後
初
め
て
の
予
算
編

成
で
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
景
気
低
迷
で
、
町
税
の
大

幅
な
減
収
が
予
測
さ
れ
る
中
、
第

６
次
日
野
町
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
も
あ
り
、
10
年
先
を

視
野
に
入
れ
て
の
財
政
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
年
度
予
算
は
、
堀
江
町
長

の
公
約
を
取
り
入
れ
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
、
将
来
像
と
し
て
掲

げ
た
基
本
構
想
に
沿
っ
た
政
策
、

住
民
生
活
に
必
要
な
施
策
、
道
路

整
備
等
社
会
資
本
投
資
に
も
重
点

が
置
か
れ
た
内
容
で
あ
り
、
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
に
拡

散
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
終

息
を
願
い
、
感
染
予
防
に
は
今
一

度
振
り
返
り
、
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

ひ
ば
り
野
〜
里
口
道
路
の

雨
水
排
水
側
溝
工
事
を

問
　
松
尾
か
ら
大
窪
ま
で
は
雨

水
排
水
側
溝
工
事
が
で
き
て
あ
り
、

狭
い
道
路
で
も
大
型
バ
ス
の
往
来

等
で
も
道
路
際
に
寄
り
、
道
を
ゆ

ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ひ
ば
り

野
か
ら
里
口
に
か
け
て
は
道
路
際

に
段
差
が
あ
り
、
大
型
バ
ス
の
往

来
等
に
道
路
際
に
寄
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
で
す
。

　
ま
た
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
自
転
車

通
学
や
雨
降
り
に
は
傘
を
さ
し
通

学
を
さ
れ
、
道
路
際
の
段
差
が
あ

る
た
め
に
際
に
寄
れ
ず
、
よ
り
道

路
が
狭
く
な
り
大
型
バ
ス
の
往
来

を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
町
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
町
道
大
窪
内
池
線
の
ひ
ば
り
野

か
ら
里
口
地
先
に
つ
い
て
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
水
路
が
道
路
際
に
存
在

し
、
段
差
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

行
政
懇
談
会
等
で
も
要
望
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
滋
賀
県

道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
県
道
や
町
道
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
備
効
果
を
踏

ま
え
つ
つ
町
内
の
道
路
事
情
を
検
証

し
た
町
の
整
備
計
画
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

通
学
路
に
は

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

問
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、
小

学
校
の
通
学
路
に
引
か
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
２
月
中
旬

に
通
学
路
で
な
い
小
林
電
機
商
会

か
ら
札
の
辻
に
か
け
て
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
が
引
か
れ
て
い
ま
す
が
、

何
故
な
の
か
。
町
は
東
近
江
土
木

事
務
所
へ
依
頼
さ
れ
た
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。
ま
た
必
要
で
あ
れ
ば
、

そ
の
理
由
を
教
え
て
下
さ
い
。
で

き
れ
ば
通
学
路
に
は
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
を
引
く
こ
と
を
考
え
ら
れ
な

い
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
野
地
区
の
行
政
懇
談

会
や
日
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
継

続
し
て
改
善
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
か
ら
東
近
江
土
木
事

務
所
へ
要
望
し
、
小
林
電
機
商
会

か
ら
札
の
辻
の
区
間
も
含
め
て
引

き
直
し
を
実
施
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
日
野
小
学
校
の
通
学
路

と
な
っ
て
い
る
町
道
区
間
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
学
校
等
と
合
同
で

通
学
路
点
検
等
に
よ
り
現
状
を
確

認
し
て
お
り
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
設
置
ま
で
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
児
童
の
通

学
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
必
要

と
な
れ
ば
設
置
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
道
大
窪
内
池
線
に
つ
い
て

は
、
毎
日
の
生
活
道
路
で
あ
り
一

日
も
早
く
道
路
の
段
差
を
な
く
し

生
活
し
や
す
い
道
路
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

町
道
区
間
に
つ
い
て
も
必
要
な
と

こ
ろ
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
町
道
大
窪
内
池
線
に
つ
い
て

は
、
毎
日
の
生
活
道
路
で
あ
り
一

日
も
早
く
道
路
の
段
差
を
な
く
し

生
活
し
や
す
い
道
路
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

町
道
区
間
に
つ
い
て
も
必
要
な
と

こ
ろ
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

奥平 英雄 議員

上野田地先の道路際の雨水排水路

大窪札の辻地先のグリーンベルト

上野田地先の段差のある通学路

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
総
量
が
不
足
し
て
お
り
、
予
防

接
種
が
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら

は
遅
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
集
団
免

疫
の
効
果
も
不
明
で
あ
る
。
国
や
県

が
示
す
「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
３
密

の
回
避
」「
家
庭
内
・
職
場
で
の
感

染
対
策
の
徹
底
」「
会
食
は
感
染
対

策
を
し
た
上
で
、
家
族
や
普
段
一

緒
に
い
る
人
と
」
な
ど
の
徹
底
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
行
事
を
停
滞

す
る
こ
と
な
く
開
催
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ワクチン接種までの流れ

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
・
高
齢

者
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
で

の
検
査
体
制
と
本
当
に
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
へ
の
支
援
は

問
　
今
年
１
月
か
ら
町
独
自
で
高

齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者
福
祉

施
設
で
の
抗
原
検
査
の
取
り
組
み

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
査

の
実
施
目
的
は
、
施
設
の
安
全
・

安
心
を
取
り
込
む
た
め
の
も
の
で

す
。
新
規
に
入
居
さ
れ
る
方
へ
の

検
査
は
で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
が
、
施
設
に
従
事
し

て
い
た
だ
い
て
る
職
員
の
方
の
検

査
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
、
何
か
運
用
面
で
問
題
が
あ
る

の
で
は
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
新
た
に
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
と
、町
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

答
　
抗
原
検
査
の
実
施
状
況
は
、
３

月
５
日
現
在
、
新
規
入
所
者
で
35
人

の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
職
員

の
検
査
数
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
職
員
の

方
に
有
効
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
施
設
の
方
と
相
談
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
料
理

飲
食
業
宿
泊
業
お
よ
び
そ
の
取
引
事

業
者
へ
の
減
収
緩
和
支
援
金
を
速
や

か
に
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
準

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
町
政
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は

問
　
副
町
長
の
選
任
に
あ
た
り
、

地
方
自
治
法
第
1
6
3
条
で
副

町
長
の
任
期
は
４
年
と
定
め
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
情
報
公
開
制

度
に
よ
り
入
手
し
た
「
滋
賀
県
職

員
の
派
遣
依
頼
書
」
で
は
、
派
遣

を
受
け
た
い
期
間
は
２
年
６
か
月

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
法
を
順
守
で
き
て
い

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
な
の
か
。

　
ま
た
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い

て
「
派
遣
申
請
な
ら
び
に
覚
書
の

締
結
に
つ
い
て
」
の
回
議
書
に
は
、

町
長
印
が
押
印
、
決
裁
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
事
務
方

同
志
で
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
私
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。「
信

頼
」
が
基
盤
と
な
る
町
政
運
営
に

お
い
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
町

長
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

答
　
地
方
自
治
法
で
決
め
ら
れ
て
い

る
副
町
長
の
任
期
４
年
は
知
っ
て
い

ま
す
。
派
遣
期
間
は
、
県
と
の
協
議

の
中
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
副

町
長
の
任
期
は
４
年
と
い
う
認
識
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
覚
書
の
締
結
に
関
す
る
回
議
書
」

は
、
決
裁
に
関
し
て
私
が
失
念
し
た

こ
と
に
よ
る
誤
っ
た
答
弁
は
、
責
任

を
重
く
受
け
止
め
、
反
省
し
て
い
ま

す
。
住
民
よ
り
信
託
を
受
け
た
者
と

し
て
、
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ
う
誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
、
５
年
度

と
学
童
保
育
所
が
定
員

オ
ー
バ
ー
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か

問
必
佐
学
童
保
育
所「
太
陽
の
子・

定
員
1
2
0
名
」
は
令
和
４
年
度

1
0
6
％
、
５
年
度
1
1
2
％
に
、

日
野
学
童
保
育
所
「
ヒ
ノ
キ
オ
・

定
員
2
0
0
名
」
は
、
令
和
４
年

度
1
1
7
％
、
５
年
度
1
2
5
％

に
増
大
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
な
の

か
、
町
の
姿
勢
を
伺
い
ま
し
た
。

答
　「
太
陽
の
子
」「
ヒ
ノ
キ
オ
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
以
降
に
定

員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
学

童
保
育
所
と
も
協
議
を
進
め
る
中

で
、
各
地
域
の
子
ど
も
の
出
生
数
等

考
慮
し
な
が
ら
、
既
存
施
設
の
有
効

利
用
等
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者

福
祉
施
設
へ
の
抗
原
検
査
は
、
施

設
で
の
無
症
状
感
染
の
不
安
を
解

消
さ
せ
る
も
の
で
す
。
施
設
の

方
々
の
ご
意
見
を
集
約
し
て
、
制

度
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者

福
祉
施
設
へ
の
抗
原
検
査
は
、
施

設
で
の
無
症
状
感
染
の
不
安
を
解

消
さ
せ
る
も
の
で
す
。
施
設
の

方
々
の
ご
意
見
を
集
約
し
て
、
制

度
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

山本 秀喜 議員

新町政でのコンプライアンス（法順守）は
学童保育所、この先定員オーバーの見込み

新型コロナ、検査体制と支援事業は

内池東会議所

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
（
集
会
所
・
会
議
所
）

を
、
地
域
避
難
施
設
と
し

て
整
備
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を

問
　
日
野
町
内
83
集
落
の
集
会
所

の
建
築
時
期
や
老
朽
状
況
は
様
々

で
あ
る
。
集
会
所
は
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
運
営
維
持
の
場
所
、
地

域
福
祉
の
集
ま
り
の
拠
点
で
あ
り
、

住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
公
益

性
の
あ
る
建
物
で
あ
る
。
県
内
市

町
の
新
築
時
な
ど
の
補
助
要
綱
は

様
々
だ
が
、
補
助
率
は
建
築
費
用

の
1/2
〜
1/3
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
３
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
新
築
時
の
補
助
率
の
数
値
設
定

は
何
ら
か
の
指
針
や
指
導
に
よ
る

も
の
か
。
町
独
自
で
対
処
さ
れ
て

い
る
も
の
な
の
か
。

②
昭
和
56
年
に
新
耐
震
基
準
が
発

布
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
建
築

さ
れ
た
集
会
所
も
多
数
あ
る
。
防

災
上
、
不
安
の
あ
る
建
築
物
に
対

し
て
耐
震
診
断
の
補
助
制
度
も
あ

る
が
、
根
本
的
な
解
決
手
段
と
は

言
え
な
い
。
建
物
が
安
全
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
は
複
雑
な
要
素
が

か
ら
み
あ
い
一
概
に
言
え
な
い
が
、

町
の
考
え
方
や
今
後
の
方
針
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
制
度

は
、
自
治
会
活
動
の
一
助
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
公
表
す
べ

き
で
あ
る
。
滋
賀
県
で
は
新
バ
リ

ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
採
用
を
主
眼
と
し
た
「
だ

れ
も
が
住
み
た
く
な
る
福
祉
滋
賀

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
特
定
の

建
築
物
に
対
し
て
防
災
の
観
点

を
兼
ね
備
え
た
条
例
の
整
備
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

体
の
不
自
由
な
人
が
ス
ム
ー
ズ
に

出
入
り
が
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
や
手

摺
が
整
備
さ
れ
機
能
が
整
っ
て
こ

そ
本
当
の
避
難
所
と
な
る
。

　
今
後
の
方
針
な
ど
が
あ
る
の
か

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
　
①
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

制
度
の
補
助
率
は
1/3
で
、
そ
の
半
額

が
町
の
財
源
。
滋
賀
県
の
補
助
要
件

等
に
基
づ
き
補
助
金
を
交
付
す
る
。

耐
震
改
修
の
実
績
は
０
件
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
の
改
造
、
改
修
や
建
築

に
は
35
自
治
会
が
取
り
組
ま
れ
た
。

②
耐
震
診
断
ま
た
は
耐
震
改
修
を
実

施
す
る
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
対

象
と
な
る
施
設
は
、
耐
震
改
修
後
、

地
域
の
避
難
所
と
し
て
継
続
し
て
使

用
さ
れ
る
集
会
所
・
会
議
所
と
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
の
避
難
所
と
し

て
使
用
さ
れ
る
集
会
所
等
の
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
の
補

助
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

③
毎
年
10
月
に
次
年
度
の
予
算
確
保

の
た
め
、
全
地
区
の
区
長
・
町
代
の

皆
さ
ん
に
補
助
制
度
を
ま
と
め
た
冊

子
を
送
付
し
、
希
望
が
あ
る
か
照
会

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
早
速

掲
載
し
た
。
集
会
所
が
防
災
面
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
た
機

能
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
集
会
所
整
備
の
補
助
制
度
の

在
り
方
や
防
災
面
を
兼
ね
備
え
た
機

能
に
つ
い
て
は
様
々
な
先
進
事
例
を

研
究
し
て
参
り
た
い
。

谷　成隆 議員

地域コミュニティと施設の補助制度及び
地域避難施設の考え方について

　
幸
い
私
達
の
滋
賀
県
や
日
野
町

に
お
い
て
は
、
た
ま
た
ま
実
際
の

避
難
が
必
要
な
大
き
な
災
害
に
遭

遇
し
て
い
な
い
だ
け
で
す
。

　
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
日

頃
の
積
み
重
ね
で
す
。
私
達
、
議

員
も
一
致
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
な
ど
の
条

例
化
の
考
慮
や
精
査
に
は
か
な
り

の
審
議
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
た
ゆ
ま
ぬ
取
り
組

み
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

定
員
オ
ー
バ
ー
が
心
配
さ
れ
る

太
陽
の
子
と
ヒ
ノ
キ
オ
学
童
保
育
所

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

12議会だより
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一 質般 問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
・
高
齢

者
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
で

の
検
査
体
制
と
本
当
に
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
へ
の
支
援
は

問
　
今
年
１
月
か
ら
町
独
自
で
高

齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者
福
祉

施
設
で
の
抗
原
検
査
の
取
り
組
み

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
査

の
実
施
目
的
は
、
施
設
の
安
全
・

安
心
を
取
り
込
む
た
め
の
も
の
で

す
。
新
規
に
入
居
さ
れ
る
方
へ
の

検
査
は
で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
が
、
施
設
に
従
事
し

て
い
た
だ
い
て
る
職
員
の
方
の
検

査
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
、
何
か
運
用
面
で
問
題
が
あ
る

の
で
は
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
新
た
に
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
と
、町
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

答
　
抗
原
検
査
の
実
施
状
況
は
、
３

月
５
日
現
在
、
新
規
入
所
者
で
35
人

の
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
職
員

の
検
査
数
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
職
員
の

方
に
有
効
に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
施
設
の
方
と
相
談
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
料
理

飲
食
業
宿
泊
業
お
よ
び
そ
の
取
引
事

業
者
へ
の
減
収
緩
和
支
援
金
を
速
や

か
に
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
準

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
町
政
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は

問
　
副
町
長
の
選
任
に
あ
た
り
、

地
方
自
治
法
第
1
6
3
条
で
副

町
長
の
任
期
は
４
年
と
定
め
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
情
報
公
開
制

度
に
よ
り
入
手
し
た
「
滋
賀
県
職

員
の
派
遣
依
頼
書
」
で
は
、
派
遣

を
受
け
た
い
期
間
は
２
年
６
か
月

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
法
を
順
守
で
き
て
い

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
な
の
か
。

　
ま
た
、
公
文
書
の
管
理
に
つ
い

て
「
派
遣
申
請
な
ら
び
に
覚
書
の

締
結
に
つ
い
て
」
の
回
議
書
に
は
、

町
長
印
が
押
印
、
決
裁
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
事
務
方

同
志
で
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
私
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。「
信

頼
」
が
基
盤
と
な
る
町
政
運
営
に

お
い
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
町

長
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

答
　
地
方
自
治
法
で
決
め
ら
れ
て
い

る
副
町
長
の
任
期
４
年
は
知
っ
て
い

ま
す
。
派
遣
期
間
は
、
県
と
の
協
議

の
中
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
副

町
長
の
任
期
は
４
年
と
い
う
認
識
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
覚
書
の
締
結
に
関
す
る
回
議
書
」

は
、
決
裁
に
関
し
て
私
が
失
念
し
た

こ
と
に
よ
る
誤
っ
た
答
弁
は
、
責
任

を
重
く
受
け
止
め
、
反
省
し
て
い
ま

す
。
住
民
よ
り
信
託
を
受
け
た
者
と

し
て
、
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ
う
誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
、
５
年
度

と
学
童
保
育
所
が
定
員

オ
ー
バ
ー
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か

問
必
佐
学
童
保
育
所「
太
陽
の
子・

定
員
1
2
0
名
」
は
令
和
４
年
度

1
0
6
％
、
５
年
度
1
1
2
％
に
、

日
野
学
童
保
育
所
「
ヒ
ノ
キ
オ
・

定
員
2
0
0
名
」
は
、
令
和
４
年

度
1
1
7
％
、
５
年
度
1
2
5
％

に
増
大
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
な
の

か
、
町
の
姿
勢
を
伺
い
ま
し
た
。

答
　「
太
陽
の
子
」「
ヒ
ノ
キ
オ
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
以
降
に
定

員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
学

童
保
育
所
と
も
協
議
を
進
め
る
中

で
、
各
地
域
の
子
ど
も
の
出
生
数
等

考
慮
し
な
が
ら
、
既
存
施
設
の
有
効

利
用
等
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者

福
祉
施
設
へ
の
抗
原
検
査
は
、
施

設
で
の
無
症
状
感
染
の
不
安
を
解

消
さ
せ
る
も
の
で
す
。
施
設
の

方
々
の
ご
意
見
を
集
約
し
て
、
制

度
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者

福
祉
施
設
へ
の
抗
原
検
査
は
、
施

設
で
の
無
症
状
感
染
の
不
安
を
解

消
さ
せ
る
も
の
で
す
。
施
設
の

方
々
の
ご
意
見
を
集
約
し
て
、
制

度
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

山本 秀喜 議員

新町政でのコンプライアンス（法順守）は
学童保育所、この先定員オーバーの見込み

新型コロナ、検査体制と支援事業は

内池東会議所

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
（
集
会
所
・
会
議
所
）

を
、
地
域
避
難
施
設
と
し

て
整
備
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
を

問
　
日
野
町
内
83
集
落
の
集
会
所

の
建
築
時
期
や
老
朽
状
況
は
様
々

で
あ
る
。
集
会
所
は
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
運
営
維
持
の
場
所
、
地

域
福
祉
の
集
ま
り
の
拠
点
で
あ
り
、

住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
公
益

性
の
あ
る
建
物
で
あ
る
。
県
内
市

町
の
新
築
時
な
ど
の
補
助
要
綱
は

様
々
だ
が
、
補
助
率
は
建
築
費
用

の
1/2
〜
1/3
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
３
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
新
築
時
の
補
助
率
の
数
値
設
定

は
何
ら
か
の
指
針
や
指
導
に
よ
る

も
の
か
。
町
独
自
で
対
処
さ
れ
て

い
る
も
の
な
の
か
。

②
昭
和
56
年
に
新
耐
震
基
準
が
発

布
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
建
築

さ
れ
た
集
会
所
も
多
数
あ
る
。
防

災
上
、
不
安
の
あ
る
建
築
物
に
対

し
て
耐
震
診
断
の
補
助
制
度
も
あ

る
が
、
根
本
的
な
解
決
手
段
と
は

言
え
な
い
。
建
物
が
安
全
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
は
複
雑
な
要
素
が

か
ら
み
あ
い
一
概
に
言
え
な
い
が
、

町
の
考
え
方
や
今
後
の
方
針
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
制
度

は
、
自
治
会
活
動
の
一
助
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
公
表
す
べ

き
で
あ
る
。
滋
賀
県
で
は
新
バ
リ

ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
採
用
を
主
眼
と
し
た
「
だ

れ
も
が
住
み
た
く
な
る
福
祉
滋
賀

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
特
定
の

建
築
物
に
対
し
て
防
災
の
観
点

を
兼
ね
備
え
た
条
例
の
整
備
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

体
の
不
自
由
な
人
が
ス
ム
ー
ズ
に

出
入
り
が
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
や
手

摺
が
整
備
さ
れ
機
能
が
整
っ
て
こ

そ
本
当
の
避
難
所
と
な
る
。

　
今
後
の
方
針
な
ど
が
あ
る
の
か

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
　
①
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

制
度
の
補
助
率
は
1/3
で
、
そ
の
半
額

が
町
の
財
源
。
滋
賀
県
の
補
助
要
件

等
に
基
づ
き
補
助
金
を
交
付
す
る
。

耐
震
改
修
の
実
績
は
０
件
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
の
改
造
、
改
修
や
建
築

に
は
35
自
治
会
が
取
り
組
ま
れ
た
。

②
耐
震
診
断
ま
た
は
耐
震
改
修
を
実

施
す
る
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
対

象
と
な
る
施
設
は
、
耐
震
改
修
後
、

地
域
の
避
難
所
と
し
て
継
続
し
て
使

用
さ
れ
る
集
会
所
・
会
議
所
と
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
の
避
難
所
と
し

て
使
用
さ
れ
る
集
会
所
等
の
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
の
補

助
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

③
毎
年
10
月
に
次
年
度
の
予
算
確
保

の
た
め
、
全
地
区
の
区
長
・
町
代
の

皆
さ
ん
に
補
助
制
度
を
ま
と
め
た
冊

子
を
送
付
し
、
希
望
が
あ
る
か
照
会

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
早
速

掲
載
し
た
。
集
会
所
が
防
災
面
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
た
機

能
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
集
会
所
整
備
の
補
助
制
度
の

在
り
方
や
防
災
面
を
兼
ね
備
え
た
機

能
に
つ
い
て
は
様
々
な
先
進
事
例
を

研
究
し
て
参
り
た
い
。

谷　成隆 議員

地域コミュニティと施設の補助制度及び
地域避難施設の考え方について

　
幸
い
私
達
の
滋
賀
県
や
日
野
町

に
お
い
て
は
、
た
ま
た
ま
実
際
の

避
難
が
必
要
な
大
き
な
災
害
に
遭

遇
し
て
い
な
い
だ
け
で
す
。

　
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
日

頃
の
積
み
重
ね
で
す
。
私
達
、
議

員
も
一
致
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
な
ど
の
条

例
化
の
考
慮
や
精
査
に
は
か
な
り

の
審
議
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
た
ゆ
ま
ぬ
取
り
組

み
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

定
員
オ
ー
バ
ー
が
心
配
さ
れ
る

太
陽
の
子
と
ヒ
ノ
キ
オ
学
童
保
育
所

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

13 議会だより
日野町議会



一 質般 問

中山間地域等直接支払交付金事業の実施
老人クラブ活動の重要性

副町長の任期問題

齋藤 光弘 議員

定住促進について
がん対策について

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
令
和
２

年
度
の
が
ん
検
診
は
例
年
に
比
べ

て
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
早

期
発
見
早
期
治
療
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
以
下
質
問
す
る
。

①
が
ん
検
診
の
現
状
と
町
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

②
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
中
で
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
補
助
制

度
へ
の
考
え
は
。

③
「
が
ん
教
育
」
の
実
施
状
況
は
。

④
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

の
対
象
者
へ
の
情
報
提
供
は
。

答
　
①
令
和
元
年
度
は
増
加
と
な
っ

た
が
、
令
和
２
年
度
は
前
年
度
の

60
％
位
と
見
て
い
る
。
休
日
に
が
ん

検
診
を
開
催
し
た
り
、
電
話
で
の
受

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

②
本
年
２
月
に
滋
賀
県
理
美
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
よ
り
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
購
入
に
対
す
る
公
的
助
成

の
要
望
を
い
た
だ
い
た
。
身
体
的
、

経
済
的
、
ま
た
精
神
的
ケ
ア
な
ど
必

要
な
方
が
お
ら
れ
る
と
思
う
。
各
市

町
の
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

③
「
が
ん
教
育
」
は
各
小
学
校
５
・

６
年
生
、
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

外
部
講
師
と
し
て
学
校
医
や
滋
賀
県

健
康
づ
く
り
財
団
の
方
を
お
願
い
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

④
予
防
接
種
の
種
類
と
受
け
る
時
期

の
一
覧
表
の
中
に
情
報
を
記
載
し
、

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
情
報
提
供
し
て
い
る
。

定
住
促
進
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
少

子
化
が
進
む
と
の
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
る
。
出
生
数
は
前
年
よ
り
減

少
し
、
婚
姻
数
も
大
幅
減
と
な
っ

て
い
る
。
外
出
の
減
少
で
出
会
い

の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
や
雇
用
環

境
の
悪
化
に
よ
る
も
の
と
み
ら
て

れ
て
い
る
。
結
婚
や
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
前

進
す
る
よ
う
願
い
伺
う
。

①
婚
活
事
業
の
現
状
は
。

②
若
者
の
定
住
促
進
へ
の
取
り
組

み
は
。

③
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
実

施
へ
の
町
の
考
え
は
。

④
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
産
の
不
安
を

軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

⑤
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
①
例
年
３
団
体
程
度
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
事
業
実
施
は
中
止
と

な
っ
た
。

②
若
者
が
望
む
就
労
支
援
と
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
各
事
業
に
取
り
組
む
。

③
こ
の
事
業
は
国
が
新
年
度
か
ら
事

業
拡
充
さ
れ
る
た
め
、
内
部
で
検
討

し
て
き
た
。
令
和
３
年
度
は
見
送
り

次
年
度
以
降
検
討
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

④
現
在
、
産
院
等
で
は
妊
婦
教
室
な

ど
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
お
り
、
相
談
で

き
る
機
会
が
減
少
し
、
ネ
ッ
ト
情
報

の
み
頼
り
に
さ
れ
る
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
不

安
や
悩
み
を
お
聞
き
し
、
こ
の
３
月

か
ら
予
約
制
で
助
産
師
と
保
健
師
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
妊
産
婦
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

⑤
昨
年
町
内
企
業
に
調
査
し
た
結
果

で
は
、
男
女
別
が
な
く
把
握
で
き
て

い
な
い
。
あ
る
企
業
で
は
３
名
が
、

別
の
企
業
で
は
前
年
度
１
名
が
取
得

さ
れ
て
い
る
。
育
児
休
業
の
取
得
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
啓
発
に
努
め
て

い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
が
ん
検
診
や
特

定
健
診
の
受
診
控
え
が
、
続
か
な

い
よ
う
に
、
受
診
勧
奨
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、

今
の
事
業
の
拡
充
と
共
に
新
た
な

事
業
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
着

実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

中西 佳子 議員

副
町
長
の
任
期
問
題

　
堀
江
町
長
は
、
12
月
議
会
で
虚

偽
答
弁
し
、
１
月
の
議
員
全
員
協

議
会
で
虚
偽
の
釈
明
を
す
る
な
ど
、

ウ
ソ
を
重
ね
て
い
る
こ
と
は
町
政

の
信
頼
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

真
実
を
明
ら
か
に
し
、
謝
罪
し
責

任
を
取
る
こ
と
を
求
め
、質
問
し
た
。

問
　「
12
月
議
会
閉
会
後
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
事
務
方
同
士
で
覚
書

を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
と
釈
明
し
て
い
た
が
、「『
取

り
決
め
は
な
い
』
と
事
実
と
違

う
発
言
は
、
私
の
失
念
に
よ
る

誤
っ
た
答
弁
」
と
答
弁
し
た
こ
と

は
、
職
員
に
責
任
を
転
嫁
す
る
も

の
で
あ
り
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
ど
う
思
わ
れ
る
の
か
。

答
【
町
長
】
職
員
に
責
任
を
転
嫁
し

た
も
の
で
は
な
い
。
私
の
本
当
に
失

念
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
と
、
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
反

省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問
　
町
長
は
、
県
に
副
町
長
の
派

遣
期
間
を
２
年
６
か
月
と
依
頼
し

た
が
、
何
故
で
す
か
。

答
【
町
長
】
県
と
の
協
議
に
お
い
て

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
か
ら
期

限
を
決
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
両
者
が
合
意
し
町
長
印
を
押

し
な
が
ら
、
今
度
は
県
に
責
任
転

嫁
す
る
の
か
。
行
政
に
お
け
る
日

野
町
の
信
頼
を
損
ね
る
も
の
で
あ

り
、
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
総
務
課
長
】
町
長
が
知
事
に
頼

ま
れ
た
の
が
一
番
目
で
す
。
２
年
半
は

県
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問
　
任
期
は
４
年
と
言
い
か
え
た

が
、
真
実
は
２
年
６
か
月
で
津
田

副
町
長
を
県
に
返
し
、
あ
ら
た
に

副
町
長
を
選
出
す
る
つ
も
り
で
は

な
い
か
。

答
【
町
長
】
副
町
長
の
任
期
は
４
年

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
職
務
を
全
う

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
緩
傾

斜
地
へ
の
事
業
拡
充
を

求
め
る

問
　
緩
傾
斜
地
の
対
象
エ
リ
ア
調

査
結
果
は
ど
う
か
。

答
【
農
林
課
】
急
傾
斜
地
を
含
む

百
分
の
１
以
上
の
農
用
地
が
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
あ
る
集
落
は
29
集
落
、

面
積
約
７
百
40
万
㎡
と
な
り
ま
す
。

50
分
の
１
以
上
の
集
落
は
27
集
落
、

面
積
約
３
百
90
万
㎡
と
な
り
ま
す
。

町
の
負
担
額
は
約
２
千
２
百
万
円
、

約
１
千
２
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
令
和
４
年
度
か
ら
の
事
業
拡

充
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
【
農
林
課
】
町
の
財
政
負
担
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
、
区
域
確
認
、
現

地
測
量
等
で
不
測
の
日
数
を
要
す
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

度
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
【
町
長
】
中
山
間
地
の
農
業
だ
け

で
な
く
、
集
落
を
維
持
い
た
だ
く
た

め
、
ど
こ
ま
で
の
支
援
が
可
能
か
調

査
研
究
し
、
ご
要
望
に
少
し
で
も
お

答
え
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
対
策
支
援
を

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
維
持
継

承
さ
れ
、
活
性
化
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
い
質
問
し
た
。

問
　
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
脱
退
さ

れ
る
事
態
に
な
っ
た
要
因
は
。

答
【
長
寿
福
祉
課
】
高
齢
者
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
活
動
に
対
す
る
高
齢

者
の
意
識
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
　
町
と
し
て
の
脱
退
防
止
策
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

答
【
長
寿
福
祉
課
】
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
続
け
て

い
か
れ
る
よ
う
、
新
年
度
に
お
い
て

町
か
ら
の
活
動
経
費
に
対
す
る
支
援

策
の
拡
充
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
、
重
要

性
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
【
長
寿
福
祉
課
】
老
人
会
事
業
へ

の
多
数
の
参
加
に
よ
り
得
ら
れ
る
交

流
な
ど
、
そ
の
活
動
は
い
ず
れ
も
地

域
の
重
要
な
社
会
資
源
で
あ
り
、
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら

も
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
【
町
長
】
町
と
し
て
も
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
、
課
題
を
共
有
す
る

中
で
協
力
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
政
は
ク
リ
ー
ン
で
な
け
れ
ば

信
頼
は
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
全
て

の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、謝
罪
し
、

責
任
を
取
る
べ
き
で
す
。
２
年
後

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
町
長
に
緩
傾
斜
地
の
事
業
拡
充

の
早
急
な
決
断
を
求
め
た
。

　
町
政
は
ク
リ
ー
ン
で
な
け
れ
ば

信
頼
は
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
全
て

の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、謝
罪
し
、

責
任
を
取
る
べ
き
で
す
。
２
年
後

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
町
長
に
緩
傾
斜
地
の
事
業
拡
充

の
早
急
な
決
断
を
求
め
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

14議会だより
日野町議会



一 質般 問

中山間地域等直接支払交付金事業の実施
老人クラブ活動の重要性

副町長の任期問題

齋藤 光弘 議員

定住促進について
がん対策について

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
令
和
２

年
度
の
が
ん
検
診
は
例
年
に
比
べ

て
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
早

期
発
見
早
期
治
療
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
以
下
質
問
す
る
。

①
が
ん
検
診
の
現
状
と
町
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

②
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
中
で
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
補
助
制

度
へ
の
考
え
は
。

③
「
が
ん
教
育
」
の
実
施
状
況
は
。

④
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

の
対
象
者
へ
の
情
報
提
供
は
。

答
　
①
令
和
元
年
度
は
増
加
と
な
っ

た
が
、
令
和
２
年
度
は
前
年
度
の

60
％
位
と
見
て
い
る
。
休
日
に
が
ん

検
診
を
開
催
し
た
り
、
電
話
で
の
受

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

②
本
年
２
月
に
滋
賀
県
理
美
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
よ
り
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
購
入
に
対
す
る
公
的
助
成

の
要
望
を
い
た
だ
い
た
。
身
体
的
、

経
済
的
、
ま
た
精
神
的
ケ
ア
な
ど
必

要
な
方
が
お
ら
れ
る
と
思
う
。
各
市

町
の
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

③
「
が
ん
教
育
」
は
各
小
学
校
５
・

６
年
生
、
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

外
部
講
師
と
し
て
学
校
医
や
滋
賀
県

健
康
づ
く
り
財
団
の
方
を
お
願
い
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

④
予
防
接
種
の
種
類
と
受
け
る
時
期

の
一
覧
表
の
中
に
情
報
を
記
載
し
、

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
情
報
提
供
し
て
い
る
。

定
住
促
進
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
少

子
化
が
進
む
と
の
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
る
。
出
生
数
は
前
年
よ
り
減

少
し
、
婚
姻
数
も
大
幅
減
と
な
っ

て
い
る
。
外
出
の
減
少
で
出
会
い

の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
や
雇
用
環

境
の
悪
化
に
よ
る
も
の
と
み
ら
て

れ
て
い
る
。
結
婚
や
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
前

進
す
る
よ
う
願
い
伺
う
。

①
婚
活
事
業
の
現
状
は
。

②
若
者
の
定
住
促
進
へ
の
取
り
組

み
は
。

③
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
実

施
へ
の
町
の
考
え
は
。

④
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
産
の
不
安
を

軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

⑤
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
①
例
年
３
団
体
程
度
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
事
業
実
施
は
中
止
と

な
っ
た
。

②
若
者
が
望
む
就
労
支
援
と
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
各
事
業
に
取
り
組
む
。

③
こ
の
事
業
は
国
が
新
年
度
か
ら
事

業
拡
充
さ
れ
る
た
め
、
内
部
で
検
討

し
て
き
た
。
令
和
３
年
度
は
見
送
り

次
年
度
以
降
検
討
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

④
現
在
、
産
院
等
で
は
妊
婦
教
室
な

ど
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
お
り
、
相
談
で

き
る
機
会
が
減
少
し
、
ネ
ッ
ト
情
報

の
み
頼
り
に
さ
れ
る
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
不

安
や
悩
み
を
お
聞
き
し
、
こ
の
３
月

か
ら
予
約
制
で
助
産
師
と
保
健
師
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
妊
産
婦
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

⑤
昨
年
町
内
企
業
に
調
査
し
た
結
果

で
は
、
男
女
別
が
な
く
把
握
で
き
て

い
な
い
。
あ
る
企
業
で
は
３
名
が
、

別
の
企
業
で
は
前
年
度
１
名
が
取
得

さ
れ
て
い
る
。
育
児
休
業
の
取
得
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
啓
発
に
努
め
て

い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
が
ん
検
診
や
特

定
健
診
の
受
診
控
え
が
、
続
か
な

い
よ
う
に
、
受
診
勧
奨
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、

今
の
事
業
の
拡
充
と
共
に
新
た
な

事
業
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
着

実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

中西 佳子 議員

副
町
長
の
任
期
問
題

　
堀
江
町
長
は
、
12
月
議
会
で
虚

偽
答
弁
し
、
１
月
の
議
員
全
員
協

議
会
で
虚
偽
の
釈
明
を
す
る
な
ど
、

ウ
ソ
を
重
ね
て
い
る
こ
と
は
町
政

の
信
頼
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

真
実
を
明
ら
か
に
し
、
謝
罪
し
責

任
を
取
る
こ
と
を
求
め
、質
問
し
た
。

問
　「
12
月
議
会
閉
会
後
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
事
務
方
同
士
で
覚
書

を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
と
釈
明
し
て
い
た
が
、「『
取

り
決
め
は
な
い
』
と
事
実
と
違

う
発
言
は
、
私
の
失
念
に
よ
る

誤
っ
た
答
弁
」
と
答
弁
し
た
こ
と

は
、
職
員
に
責
任
を
転
嫁
す
る
も

の
で
あ
り
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
ど
う
思
わ
れ
る
の
か
。

答
【
町
長
】
職
員
に
責
任
を
転
嫁
し

た
も
の
で
は
な
い
。
私
の
本
当
に
失

念
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
と
、
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
反

省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問
　
町
長
は
、
県
に
副
町
長
の
派

遣
期
間
を
２
年
６
か
月
と
依
頼
し

た
が
、
何
故
で
す
か
。

答
【
町
長
】
県
と
の
協
議
に
お
い
て

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
か
ら
期

限
を
決
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
両
者
が
合
意
し
町
長
印
を
押

し
な
が
ら
、
今
度
は
県
に
責
任
転

嫁
す
る
の
か
。
行
政
に
お
け
る
日

野
町
の
信
頼
を
損
ね
る
も
の
で
あ

り
、
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
総
務
課
長
】
町
長
が
知
事
に
頼

ま
れ
た
の
が
一
番
目
で
す
。
２
年
半
は

県
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問
　
任
期
は
４
年
と
言
い
か
え
た

が
、
真
実
は
２
年
６
か
月
で
津
田

副
町
長
を
県
に
返
し
、
あ
ら
た
に

副
町
長
を
選
出
す
る
つ
も
り
で
は

な
い
か
。

答
【
町
長
】
副
町
長
の
任
期
は
４
年

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
職
務
を
全
う

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
緩
傾

斜
地
へ
の
事
業
拡
充
を

求
め
る

問
　
緩
傾
斜
地
の
対
象
エ
リ
ア
調

査
結
果
は
ど
う
か
。

答
【
農
林
課
】
急
傾
斜
地
を
含
む

百
分
の
１
以
上
の
農
用
地
が
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
あ
る
集
落
は
29
集
落
、

面
積
約
７
百
40
万
㎡
と
な
り
ま
す
。

50
分
の
１
以
上
の
集
落
は
27
集
落
、

面
積
約
３
百
90
万
㎡
と
な
り
ま
す
。

町
の
負
担
額
は
約
２
千
２
百
万
円
、

約
１
千
２
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
令
和
４
年
度
か
ら
の
事
業
拡

充
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
【
農
林
課
】
町
の
財
政
負
担
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
、
区
域
確
認
、
現

地
測
量
等
で
不
測
の
日
数
を
要
す
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

度
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
【
町
長
】
中
山
間
地
の
農
業
だ
け

で
な
く
、
集
落
を
維
持
い
た
だ
く
た

め
、
ど
こ
ま
で
の
支
援
が
可
能
か
調

査
研
究
し
、
ご
要
望
に
少
し
で
も
お

答
え
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
対
策
支
援
を

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
維
持
継

承
さ
れ
、
活
性
化
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
い
質
問
し
た
。

問
　
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
が
脱
退
さ

れ
る
事
態
に
な
っ
た
要
因
は
。

答
【
長
寿
福
祉
課
】
高
齢
者
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
活
動
に
対
す
る
高
齢

者
の
意
識
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
　
町
と
し
て
の
脱
退
防
止
策
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

答
【
長
寿
福
祉
課
】
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
続
け
て

い
か
れ
る
よ
う
、
新
年
度
に
お
い
て

町
か
ら
の
活
動
経
費
に
対
す
る
支
援

策
の
拡
充
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
、
重
要

性
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
【
長
寿
福
祉
課
】
老
人
会
事
業
へ

の
多
数
の
参
加
に
よ
り
得
ら
れ
る
交

流
な
ど
、
そ
の
活
動
は
い
ず
れ
も
地

域
の
重
要
な
社
会
資
源
で
あ
り
、
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら

も
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
【
町
長
】
町
と
し
て
も
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
、
課
題
を
共
有
す
る

中
で
協
力
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
政
は
ク
リ
ー
ン
で
な
け
れ
ば

信
頼
は
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
全
て

の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、謝
罪
し
、

責
任
を
取
る
べ
き
で
す
。
２
年
後

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
町
長
に
緩
傾
斜
地
の
事
業
拡
充

の
早
急
な
決
断
を
求
め
た
。

　
町
政
は
ク
リ
ー
ン
で
な
け
れ
ば

信
頼
は
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
全
て

の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、謝
罪
し
、

責
任
を
取
る
べ
き
で
す
。
２
年
後

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
町
長
に
緩
傾
斜
地
の
事
業
拡
充

の
早
急
な
決
断
を
求
め
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

15 議会だより
日野町議会



日野町におけるジェンダー平等へのみちすじ
任期問題をめぐる副町長自身の認識

加藤 和幸 議員
　
副
町
長
の
任
期
問
題
で
、
12
月
議

会
、
１
月
の
全
協
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
点
が
出
さ
れ
た
が
、
情
報
公

開
に
よ
っ
て
「
覚
書
」
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
り
、
過
去
の
答
弁
も
矛
盾

と
虚
偽
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

副
町
長
自
身
は
覚
書
と

任
期
の
矛
盾
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か

問
副
町
長
に
伺
う
。
①
県
と
の

取
り
決
め
は
「
一
切
な
い
」「
覚
書

の
存
在
は
知
ら
な
か
っ
た
」
に
つ

い
て
、現
時
点
で
は
ど
う
お
考
え
か
。

②
「
任
期
は
４
年
と
認
識
。
４
年

を
全
う
す
る
」
と
の
答
弁
は
ど
う

な
る
か
。
地
方
自
治
法
第
1
6
3

条
に
則
り
４
年
を
全
う
さ
れ
る
の

か
、覚
書
に
沿
っ
て
２
年
半
な
の
か
。

③
覚
書
は
職
名
が
書
か
れ
て
い
な
い

が
、
依
頼
文
書
に
「
副
町
長
」
と
あ

る
が
、
ど
う
か
。

④
覚
書
に
は
県
へ
「
復
職
さ
せ
る
も

の
」
と
あ
る
。
身
分
保
障
と
い
う
観

点
か
ら
そ
れ
が
極
め
て
自
然
だ
。
真

意
は
ど
う
か
。「
復
職
」
以
外
の
可

能
性
と
は
ど
う
い
う
選
択
肢
か
。

⑤
「
事
務
方
同
士
で
覚
書
を
交
わ

し
た
」
と
い
う
町
長
の
答
弁
は
町

長
自
身
が
起
案
書
に
押
印
し
て
お

り
、
虚
偽
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

副
町
長
は
ど
う
お
考
え
か
。

⑥
副
町
長
は
、
町
長
の
言
動
を
直
視

し
、
誤
り
や
問
題
が
あ
れ
ば
指
摘
を

す
べ
き
立
場
と
思
う
が
ど
う
か
。

⑦
こ
の
一
連
の
任
期
問
題
で
、
副

町
長
ご
自
身
の
謝
罪
を
求
め
る
。

答

①
町
長
の
失
念
に
よ
る
発
言

で
は
あ
る
が
深
く
反
省
し
て
い
る
。

②
③
任
期
は
４
年
と
認
識
し
て
お

り
、
職
務
を
全
う
す
る
所
存
だ
。

④
現
時
点
で
は
副
町
長
の
職
を
全
う

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
任
期
後

の
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
覚
書
の
締
結
を
私
は
知
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
答
弁
が
町
長
の
失
念

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
真

摯
に
反
省
す
べ
き
だ
と
思
う
。

⑥
町
長
と
と
も
に
責
任
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

⑦
町
長
の
失
念
に
よ
る
答
弁
に
起
因
す

る
も
の
だ
が
、町
政
へ
の
信
頼
を
損
な
っ

た
と
認
識
し
、
謝
罪
を
申
し
上
げ
る
。

再
　
②
③
覚
書
に
は
、「
２
年
６
ヵ

月
で
特
別
の
場
合
変
更
で
き
る
」

と
あ
る
。
文
字
通
り
読
め
ば
任
期

４
年
は
特
別
の
場
合
で
あ
り
、
違

法
の
覚
書
に
な
る
か
ら
、た
だ
「
派

遣
」
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

日
野
町
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
へ
の
み
ち
す
じ

東
京
五
輪
組
織
委
･
森
前
会
長

の
女
性
蔑
視
発
言
で
、
日
本
社
会
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
の
遅
れ
が
大

き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
野

町
は
ど
う
な
の
か
を
考
え
た
い
。

問

①
『
広
報
ひ
の
』
昨
年
５

月
号
に
よ
れ
ば
、
83
人
の
区
長
中
、

女
性
は
１
人
。
行
政
組
織
一
覧
に

よ
れ
ば
、
一
般
行
政
職
で
参
事
以

上
は
２
〜
３
人
。
こ
の
状
況
を
ど

う
思
わ
れ
る
か
、現
状
認
識
を
伺
う
。

②
女
性
の
社
会
進
出
を
妨
げ
て
い

る
要
因
は
何
か
。

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現

す
る
み
ち
す
じ
に
つ
い
て
伺
う
。

・
機
械
的
に
数
値
目
標
を
決
め
る

よ
う
な
方
法
は
と
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
そ
れ
も
必
要
か
、
い
か
が
か
。

・
意
識
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
や
社
会
全
体
の
あ
り
方
を

問
う
問
題
意
識
が
必
要
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

答

①
役
場
組
織
の
管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
は
特
に
少
な
い
。

②
既
存
の
枠
組
み
や
考
え
方
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
社
会
の
現
状
、
安
心
し

て
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る

環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
。

③
数
値
目
標
よ
り
、
女
性
も
男
性
も

参
画
し
や
す
い
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
だ
。
性
別
や
年
齢
に
関
係

な
く
だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

　
副
町
長
の
任
期
問
題
は
「
覚

書
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

以
上
、
そ
の
事
実
に
基
づ
い
て
誠

実
な
対
応
が
必
要
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
ま
ず
問
題

提
起
。
日
本
も
日
野
も
、
流
れ
に

取
り
残
さ
れ
な
い
意
識
変
革
と
取

り
組
み
が
必
要
だ
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

16議会だより
日野町議会



日野町におけるジェンダー平等へのみちすじ
任期問題をめぐる副町長自身の認識

加藤 和幸 議員
　
副
町
長
の
任
期
問
題
で
、
12
月
議

会
、
１
月
の
全
協
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
点
が
出
さ
れ
た
が
、
情
報
公

開
に
よ
っ
て
「
覚
書
」
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
り
、
過
去
の
答
弁
も
矛
盾

と
虚
偽
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

副
町
長
自
身
は
覚
書
と

任
期
の
矛
盾
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か

問
副
町
長
に
伺
う
。
①
県
と
の

取
り
決
め
は
「
一
切
な
い
」「
覚
書

の
存
在
は
知
ら
な
か
っ
た
」
に
つ

い
て
、現
時
点
で
は
ど
う
お
考
え
か
。

②
「
任
期
は
４
年
と
認
識
。
４
年

を
全
う
す
る
」
と
の
答
弁
は
ど
う

な
る
か
。
地
方
自
治
法
第
1
6
3

条
に
則
り
４
年
を
全
う
さ
れ
る
の

か
、覚
書
に
沿
っ
て
２
年
半
な
の
か
。

③
覚
書
は
職
名
が
書
か
れ
て
い
な
い

が
、
依
頼
文
書
に
「
副
町
長
」
と
あ

る
が
、
ど
う
か
。

④
覚
書
に
は
県
へ
「
復
職
さ
せ
る
も

の
」
と
あ
る
。
身
分
保
障
と
い
う
観

点
か
ら
そ
れ
が
極
め
て
自
然
だ
。
真

意
は
ど
う
か
。「
復
職
」
以
外
の
可

能
性
と
は
ど
う
い
う
選
択
肢
か
。

⑤
「
事
務
方
同
士
で
覚
書
を
交
わ

し
た
」
と
い
う
町
長
の
答
弁
は
町

長
自
身
が
起
案
書
に
押
印
し
て
お

り
、
虚
偽
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

副
町
長
は
ど
う
お
考
え
か
。

⑥
副
町
長
は
、
町
長
の
言
動
を
直
視

し
、
誤
り
や
問
題
が
あ
れ
ば
指
摘
を

す
べ
き
立
場
と
思
う
が
ど
う
か
。

⑦
こ
の
一
連
の
任
期
問
題
で
、
副

町
長
ご
自
身
の
謝
罪
を
求
め
る
。

答

①
町
長
の
失
念
に
よ
る
発
言

で
は
あ
る
が
深
く
反
省
し
て
い
る
。

②
③
任
期
は
４
年
と
認
識
し
て
お

り
、
職
務
を
全
う
す
る
所
存
だ
。

④
現
時
点
で
は
副
町
長
の
職
を
全
う

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
任
期
後

の
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
覚
書
の
締
結
を
私
は
知
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
答
弁
が
町
長
の
失
念

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
真

摯
に
反
省
す
べ
き
だ
と
思
う
。

⑥
町
長
と
と
も
に
責
任
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

⑦
町
長
の
失
念
に
よ
る
答
弁
に
起
因
す

る
も
の
だ
が
、町
政
へ
の
信
頼
を
損
な
っ

た
と
認
識
し
、
謝
罪
を
申
し
上
げ
る
。

再
　
②
③
覚
書
に
は
、「
２
年
６
ヵ

月
で
特
別
の
場
合
変
更
で
き
る
」

と
あ
る
。
文
字
通
り
読
め
ば
任
期

４
年
は
特
別
の
場
合
で
あ
り
、
違

法
の
覚
書
に
な
る
か
ら
、た
だ
「
派

遣
」
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

日
野
町
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
へ
の
み
ち
す
じ

東
京
五
輪
組
織
委
･
森
前
会
長

の
女
性
蔑
視
発
言
で
、
日
本
社
会
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
の
遅
れ
が
大

き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
野

町
は
ど
う
な
の
か
を
考
え
た
い
。

問

①
『
広
報
ひ
の
』
昨
年
５

月
号
に
よ
れ
ば
、
83
人
の
区
長
中
、

女
性
は
１
人
。
行
政
組
織
一
覧
に

よ
れ
ば
、
一
般
行
政
職
で
参
事
以

上
は
２
〜
３
人
。
こ
の
状
況
を
ど

う
思
わ
れ
る
か
、現
状
認
識
を
伺
う
。

②
女
性
の
社
会
進
出
を
妨
げ
て
い

る
要
因
は
何
か
。

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現

す
る
み
ち
す
じ
に
つ
い
て
伺
う
。

・
機
械
的
に
数
値
目
標
を
決
め
る

よ
う
な
方
法
は
と
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
そ
れ
も
必
要
か
、
い
か
が
か
。

・
意
識
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
や
社
会
全
体
の
あ
り
方
を

問
う
問
題
意
識
が
必
要
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

答

①
役
場
組
織
の
管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
は
特
に
少
な
い
。

②
既
存
の
枠
組
み
や
考
え
方
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
社
会
の
現
状
、
安
心
し

て
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る

環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
。

③
数
値
目
標
よ
り
、
女
性
も
男
性
も

参
画
し
や
す
い
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
だ
。
性
別
や
年
齢
に
関
係

な
く
だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

　
副
町
長
の
任
期
問
題
は
「
覚

書
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

以
上
、
そ
の
事
実
に
基
づ
い
て
誠

実
な
対
応
が
必
要
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
ま
ず
問
題

提
起
。
日
本
も
日
野
も
、
流
れ
に

取
り
残
さ
れ
な
い
意
識
変
革
と
取

り
組
み
が
必
要
だ
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

一 質般 問

　堀江町長の政治姿勢を問う
　後期高齢者医療制度と国民健康保険の改悪

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

と
国
民
健
康
保
険
の
改

悪　
政
府
は
、「
全
世
代
対
応
型
の

社
会
保
障
を
構
築
す
る
た
め
の
健

保
法
等
改
正
案
」
と
し
て
、
①
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
を
２

割
に
引
き
上
げ
る
改
正
。
②
国
保

法
に
定
め
る
都
道
府
県
国
保
運
営

方
針
の
記
載
事
項
に
国
保
税
統
一

を
位
置
づ
け
る
改
正
。
を
行
い
、

い
ず
れ
も
施
行
は
令
和
６
年
度
と

し
て
い
る
。

問
　
①
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
病
気

や
ケ
ガ
を
す
る
リ
ス
ク
は
高
く
、

ま
た
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活

苦
、
不
安
の
中
で
の
窓
口
負
担
の

引
き
上
げ
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
も

信
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
②
県
下
で
日
野
町
の
保
険
税
は

19
市
町
で
下
か
ら
３
番
目
の
低
さ

で
す
。
国
保
税
が
統
一
さ
れ
れ
ば

今
で
も
高
い
国
保
税
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
町
は
、
こ
の
政
府
改
正
案
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

「
県
に
繰
り
返
し
要
望
す

る
」

答
　
①
こ
れ
ま
で
か
ら
、
町
の
高
齢

者
が
必
要
な
医
療
へ
の
受
診
抑
制
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
低
所
得
者
に
十

分
配
慮
す
る
よ
う
、
県
、
国
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
き
た
。
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

　
②
今
後
、
国
保
運
営
方
針
に
基
づ

き
、
保
険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
た

議
論
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
町

と
し
て
は
引
き
続
き
時
間
を
か
け
て

丁
寧
な
議
論
を
し
、
各
市
町
の
意
見

を
十
分
に
尊
重
し
、
県
と
し
て
慎
重

に
対
応
さ
れ
る
よ
う
、
繰
り
返
し
要

望
し
て
ゆ
く
。

堀
江
町
長
の
政
治
姿
勢

を
問
う

　
今
、
国
政
で
は
総
務
省
や
農
林

水
産
省
の
官
僚
が
利
害
関
係
者
か

ら
接
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
緊

急
事
態
宣
言
下
に
高
級
ク
ラ
ブ
で

の
会
食
を
し
て
い
た
国
会
議
員
の

不
祥
事
に
議
員
辞
職
や
離
党
、
給

与
の
減
給
な
ど
の
措
置
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
　そ
の
よ
う
な
中
、
堀
江
町

長
は
副
町
長
人
事
で
何
度
も
ウ
ソ

の
答
弁･

発
言
が
あ
り
、今
も
ス
ッ

キ
リ
し
ま
せ
ん
。
　

　
み
ん
な
が
納
得
す
る
説
明
を

し
、
責
任
を
取
る
考
え
を
問
う
。

「
職
責
を
全
う
し
、
信
頼

回
復
に
努
め
る
」

答
【
町
長
】
町
長
が
ふ
さ
わ
し
く
な

い
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
行
為
の
内

容
に
も
よ
る
が
、
一
般
的
に
辞
職
や

減
給
の
他
、
信
頼
回
復
に
努
め
、
職

責
を
全
う
し
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
責
任
を
取
る
等
の
方
法
が
あ

る
。

　
私
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
失
念
を

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
誤
っ
た
答
弁

で
あ
り
、
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、

反
省
し
て
い
る
。

　
職
責
を
全
う
し
、
信
頼
回
復
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
。

【
副
町
長
】
私
は
覚
書
の
存
在
も
知

ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
虚
偽
の
発
言
を

し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
一
連
の
経
過
に

よ
り
町
政
へ
の
信
頼
を
損
な
っ
た
と

認
識
し
て
お
り
、
謝
罪
を
し
、
今
後

は
町
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
回
復
に

努
め
る
。

○
副
町
長
の
任
期
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
第
１
６
３
条
、
公
職

選
挙
法
第
２
２
１
条
に
抵
触
す
る

疑
い
を
持
た
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

町
長
、
副
町
長
が
真
実
を
明
ら
か

に
せ
ず
、
責
任
も
取
ら
な
い
。
日

野
町
政
に
こ
の
よ
う
に
ウ
ソ
が
ま

か
り
通
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

池元 法子 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

17 議会だより
日野町議会



一 質般 問

　農振（農業振興地域）指定の今後の計画は
　12月議会に続き、いせの調整池の不明瞭な扱いを問う

人
材
育
成
に
必
要
な
の
は

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

問
　近
い
将
来
、
現
行
の
仕
組

み
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
も
の

は
？

答
【
総
務
政
策
主
監
】
字
（
あ
ざ
）

の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
つ
い
て
話
し
合
う
必
要
が
出
て

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

答
【
子
ど
も
支
援
課
】
町
営
の
就
学

前
施
設
が
8
つ
あ
り
ど
れ
も
築
30
年

を
超
え
て
い
る
。
子
ど
も
の
減
少
と

長
時
間
保
育
需
要
の
増
加
と
い
う
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
は
早
急
に
議
論
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　「担
い
手
が
不
足
」
と
「
世

代
交
代
」
に
つ
い
て
、
日
野
町
は

ま
だ
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
が
？

答
【
総
務
政
策
主
監
】
団
塊
の
世
代

に
随
分
長
い
間
頼
っ
て
き
て
、
ま
だ

そ
れ
は
続
い
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も

活
躍
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
。
担
い

手
は
、
世
代
に
順
番
に
渡
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
本
当
に
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
地
域

に
ふ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
　担
い
手
で
は
な
く
「
人
材

を
育
成
」
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

人
材
育
成
の
仕
組
み
は
あ
る
の

か
？

答
【
生
涯
学
習
課
】
子
ど
も
の
頃
か

ら
公
民
館
や
地
域
活
動
の
中
で
培
わ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

答
【
企
画
振
興
課
】
メ
ニ
ュ
ー
の
よ

う
な
も
の
は
な
い
が
、
本
人
の
目
的

に
応
じ
て
既
存
の
組
織
や
活
動
を
つ

な
ぐ
こ
と
は
で
き
る
。

問
　「と
に
か
く
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
人
へ
人
材
養
成

講
座
が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
？

答
【
総
務
政
策
主
監
】
他
市
町
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
い
に
参
考
に
し

て
考
え
た
い
。
他
方
で
、
公
民
館
を

積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

公
民
館
は
本
来
、
学
ん
で
実
践
す
る

た
め
の
場
所
で
あ
る
。
講
座
の
よ
う

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
る
育
成
の
仕

組
み
と
、
公
民
館
活
動
の
よ
う
に
自

由
で
自
主
的
な
場
を
両
輪
で
す
す
め

ら
れ
れ
ば
よ
い
。

仮
想
未
来
会
議
で

課
題
を
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
に
！

問
　来
年
度
は
「（
仮
）
若
者
会

議
」
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

答
【
町
長
】
持
続
的
な
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
の

意
見
が
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

「（
仮
）
若
者
会
議
」
は
、
未
来
へ
の

種
ま
き
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今

ま
で
に
な
か
っ
た
機
会
で
あ
る
し
、

今
ま
で
に
な
い
世
代
に
主
体
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
テ
ー
マ
の
一

つ
で
も
あ
る
。

問
　参
加
者
を
未
来
に
生
き
る

人
と
仮
に
設
定
し
て
「
仮
想
未
来

会
議
」
を
す
れ
ば
、
全
住
民
を
対

象
に
し
な
が
ら
客
観
的
な
議
論
を

す
る
会
議
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
？

答
【
企
画
振
興
課
】
自
分
の
未
来
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と

思
う
。「（
仮
）
若
者
会
議
」
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

◇
議
論
が
先
送
り
に
な
っ
て
な
い
か

　
人
口
減
少
す
る
未
来
を
議
論
す

る
と
き
、
人
口
増
の
作
戦
ば
か
り

を
話
し
合
っ
て
い
て
は
い
け
な

い
。
現
実
に
待
ち
受
け
る
問
題
に

つ
い
て
、
今
す
ぐ
、
議
論
を
開
始

し
て
も
、早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

◇
学
ぶ
機
会
×
実
践
の
機
会
を
！

　
効
率
よ
く
何
か
を
学
び
た
い
と

き
講
座
を
受
講
す
る
よ
う
に
、
人

材
育
成
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。「
人
材
養
成
講
座
」
の
あ
る

街
に
は
意
欲
の
あ
る
人
が
集
ま
っ

て
い
る
。
日
野
町
に
も
、
未
来
の

た
め
に
「
人
材
育
成
の
仕
組
み
」

を
つ
く
り
た
い
。

◇
み
ん
な
で
参
画
を
当
た
り
前
に

　
第
６
次
日
野
町
総
合
計
画
を
住
民

参
画
で
作
成
す
る
た
め
に
、
特
別
に

住
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
お
こ

な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
特
別
な
も
の

で
は
な
く
日
常
的
に
お
こ
な
う
こ
と

で
、
住
民
参
画
が
当
た
り
前
と
い
う

風
土
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

野矢 貴之 議員

　人口減少でも豊かな地域にするために
　「学びの機会×実践の機会」を！
※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

後藤 勇樹 議員
　
平
成
18
年
度
に
町
営
住
宅
建
設

整
備
基
金
か
ら
約
７
千
万
円
を
拠

出
し
て
町
が
伊
勢
街
道
土
地
区
画

整
理
組
合
よ
り
購
入
し
た
調
整
池

に
つ
い
て
、
12
月
議
会
に
続
き
伺

い
ま
し
た
。

問
　①
組
合
よ
り
「
雨
水
排
水

計
画
が
遅
れ
て
い
る
の
は
町
の
責

任
だ
。
調
整
池
を
保
留
地
扱
い

に
し
な
い
と
会
計
が
清
算
で
き
な

い
」
と
厳
し
く
迫
ら
れ
た
の
は
事

実
か
。

②
平
成
18
年
12
月
議
会
で
は
町
営

住
宅
建
設
用
の
保
留
地
購
入
と
し

て
基
金
か
ら
の
拠
出
に
議
会
の
承

認
を
得
な
が
ら
、
実
際
に
は
調
整

池
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
り
替
え
で

は
な
い
の
か
。

③
過
去
に
何
度
も
私
か
ら
の
「
町

営
住
宅
建
設
計
画
は
あ
る
の
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、
町
は
「
計
画

は
な
い
」
と
繰
り
返
し
答
弁
し
て

い
る
。
町
営
住
宅
建
設
整
備
以
外

の
使
途
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
基
金

を
用
い
て
購
入
し
た
土
地
を
、
そ

れ
以
外
の
使
途
に
利
用
す
る
の
は

条
例
違
反
で
は
な
い
の
か
。

④
町
営
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
議

会
承
認
を
得
て
購
入
し
た
土
地

に
、
町
営
住
宅
建
設
の
予
定
が
な

い
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
前
町
長
か
ら
注
意
は
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。
基
金
流
用
の
条
例

違
反
に
な
り
か
ね
な
い
と
課
内
で

問
題
視
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。

⑤
町
営
住
宅
建
設
予
定
も
な
い
の

に
偽
っ
て
議
会
の
承
認
を
得
た
な

ら
、
前
町
長
の
虚
偽
提
案
と
な
る
。

本
当
に
町
営
住
宅
を
建
設
す
る
の

な
ら
、
調
整
池
を
さ
ら
地
に
す
る

だ
け
で
も
埋
め
立
て
や
地
盤
整
備

に
数
千
万
円
の
血
税
が
必
要
に
な

る
。
ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

答
【
建
設
計
画
課
長
】
①
当
時
の
記

録
に
よ
り
事
実
で
あ
る
と
確
認
し
て

い
る
。

②
保
留
地
と
し
て
購
入
は
し
た
が
、

雨
水
排
水
整
備
事
業
が
遅
滞
し
て
い

る
た
め
、
完
了
ま
で
の
間
、
調
整
池

と
し
て
お
り
問
題
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

③
現
在
、
町
営
住
宅
建
設
計
画
は
な

い
が
、
当
時
は
あ
っ
た
の
で
基
金
か

ら
の
拠
出
は
条
例
違
反
に
は
あ
た
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

④
前
町
長
か
ら
の
注
意
や
指
摘
は
さ

れ
て
い
な
い
。
課
内
で
も
問
題
視
し

て
き
て
い
な
い
。

⑤
拠
出
金
額
を
一
度
基
金
に
戻
し
て

白
紙
に
し
た
上
で
宅
地
と
し
て
分
譲

す
る
、
ま
た
は
条
例
改
正
を
行
い
新

た
な
活
用
法
を
模
索
す
る
な
ど
で
き

れ
ば
と
思
う
。

農
振
地
域
の
今
後
は
？

問
　農
業
振
興
地
域
は
農
振
法

に
よ
り
利
用
用
途
が
厳
し
く
制
限

を
受
け
て
い
る
。
特
に
農
振
青
地

は
宅
地
へ
の
転
用
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
な
ど
の
設
置

が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
移
住

定
住
推
進
や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
、

町
の
計
画
を
伺
う
。

答
【
農
林
課
長
・
町
長
】
優
良
農
地

の
確
保
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、

今
後
２
カ
年
で
農
業
地
域
振
興
計
画

の
全
体
を
見
直
す
予
定
で
あ
る
。
ま

た
農
振
法
同
様
、
土
地
の
利
活
用
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
に
つ

い
て
も
、
日
野
町
空
家
等
対
策
計
画

に
お
い
て
、
解
体
さ
れ
た
危
険
空
家

跡
に
は
誰
で
も
住
宅
建
築
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
定
住
促
進
に
努
め
て
行

き
た
い
。

　
池
の
土
地
価
格
は
宅
地
の
１
割

〜
２
割
が
相
場
だ
が
、
組
合
に
迫

ら
れ
、
調
整
池
を
保
留
地
の
価
格

で
購
入
し
て
い
る
の
な
ら
大
き
な

問
題
だ
。
議
会
へ
は
保
留
地
購
入

費
と
し
て
予
算
承
認
を
得
て
い
る

が
、
実
態
は
調
整
池
で
あ
る
。
こ

れ
は
虚
偽
提
案
の
可
能
性
も
あ

る
。
提
案
者
の
前
町
長
、
見
抜
け

な
か
っ
た
当
時
の
議
会
も
含
め
調

査
が
必
要
で
あ
る
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

一般質問の動画は右のQRコードを
スマホで読み取ってご視聴いただけます。

町営住宅建設整備以外に利
用できない基金を使って「保
留地」として町が購入した「調
整池」

次
ペ
ー
ジ
は
▼

こ
こ
に
注
目
！
委
員
会
の
報
告
／
ま
ち
の
話
題

18議会だより
日野町議会



一 質般 問

　農振（農業振興地域）指定の今後の計画は
　12月議会に続き、いせの調整池の不明瞭な扱いを問う

人
材
育
成
に
必
要
な
の
は

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

問
　近
い
将
来
、
現
行
の
仕
組

み
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
も
の

は
？

答
【
総
務
政
策
主
監
】
字
（
あ
ざ
）

の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
つ
い
て
話
し
合
う
必
要
が
出
て

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

答
【
子
ど
も
支
援
課
】
町
営
の
就
学

前
施
設
が
8
つ
あ
り
ど
れ
も
築
30
年

を
超
え
て
い
る
。
子
ど
も
の
減
少
と

長
時
間
保
育
需
要
の
増
加
と
い
う
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
は
早
急
に
議
論
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　「担
い
手
が
不
足
」
と
「
世

代
交
代
」
に
つ
い
て
、
日
野
町
は

ま
だ
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
が
？

答
【
総
務
政
策
主
監
】
団
塊
の
世
代

に
随
分
長
い
間
頼
っ
て
き
て
、
ま
だ

そ
れ
は
続
い
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も

活
躍
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
。
担
い

手
は
、
世
代
に
順
番
に
渡
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
本
当
に
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
地
域

に
ふ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
　担
い
手
で
は
な
く
「
人
材

を
育
成
」
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

人
材
育
成
の
仕
組
み
は
あ
る
の

か
？

答
【
生
涯
学
習
課
】
子
ど
も
の
頃
か

ら
公
民
館
や
地
域
活
動
の
中
で
培
わ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

答
【
企
画
振
興
課
】
メ
ニ
ュ
ー
の
よ

う
な
も
の
は
な
い
が
、
本
人
の
目
的

に
応
じ
て
既
存
の
組
織
や
活
動
を
つ

な
ぐ
こ
と
は
で
き
る
。

問
　「と
に
か
く
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
人
へ
人
材
養
成

講
座
が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
？

答
【
総
務
政
策
主
監
】
他
市
町
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
い
に
参
考
に
し

て
考
え
た
い
。
他
方
で
、
公
民
館
を

積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

公
民
館
は
本
来
、
学
ん
で
実
践
す
る

た
め
の
場
所
で
あ
る
。
講
座
の
よ
う

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
る
育
成
の
仕

組
み
と
、
公
民
館
活
動
の
よ
う
に
自

由
で
自
主
的
な
場
を
両
輪
で
す
す
め

ら
れ
れ
ば
よ
い
。

仮
想
未
来
会
議
で

課
題
を
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
に
！

問
　来
年
度
は
「（
仮
）
若
者
会

議
」
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

答
【
町
長
】
持
続
的
な
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
の

意
見
が
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

「（
仮
）
若
者
会
議
」
は
、
未
来
へ
の

種
ま
き
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今

ま
で
に
な
か
っ
た
機
会
で
あ
る
し
、

今
ま
で
に
な
い
世
代
に
主
体
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
テ
ー
マ
の
一

つ
で
も
あ
る
。

問
　参
加
者
を
未
来
に
生
き
る

人
と
仮
に
設
定
し
て
「
仮
想
未
来

会
議
」
を
す
れ
ば
、
全
住
民
を
対

象
に
し
な
が
ら
客
観
的
な
議
論
を

す
る
会
議
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
？

答
【
企
画
振
興
課
】
自
分
の
未
来
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と

思
う
。「（
仮
）
若
者
会
議
」
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

◇
議
論
が
先
送
り
に
な
っ
て
な
い
か

　
人
口
減
少
す
る
未
来
を
議
論
す

る
と
き
、
人
口
増
の
作
戦
ば
か
り

を
話
し
合
っ
て
い
て
は
い
け
な

い
。
現
実
に
待
ち
受
け
る
問
題
に

つ
い
て
、
今
す
ぐ
、
議
論
を
開
始

し
て
も
、早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

◇
学
ぶ
機
会
×
実
践
の
機
会
を
！

　
効
率
よ
く
何
か
を
学
び
た
い
と

き
講
座
を
受
講
す
る
よ
う
に
、
人

材
育
成
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。「
人
材
養
成
講
座
」
の
あ
る

街
に
は
意
欲
の
あ
る
人
が
集
ま
っ

て
い
る
。
日
野
町
に
も
、
未
来
の

た
め
に
「
人
材
育
成
の
仕
組
み
」

を
つ
く
り
た
い
。

◇
み
ん
な
で
参
画
を
当
た
り
前
に

　
第
６
次
日
野
町
総
合
計
画
を
住
民

参
画
で
作
成
す
る
た
め
に
、
特
別
に

住
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
お
こ

な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
特
別
な
も
の

で
は
な
く
日
常
的
に
お
こ
な
う
こ
と

で
、
住
民
参
画
が
当
た
り
前
と
い
う

風
土
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

野矢 貴之 議員

　人口減少でも豊かな地域にするために
　「学びの機会×実践の機会」を！
※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

後藤 勇樹 議員
　
平
成
18
年
度
に
町
営
住
宅
建
設

整
備
基
金
か
ら
約
７
千
万
円
を
拠

出
し
て
町
が
伊
勢
街
道
土
地
区
画

整
理
組
合
よ
り
購
入
し
た
調
整
池

に
つ
い
て
、
12
月
議
会
に
続
き
伺

い
ま
し
た
。

問
　①
組
合
よ
り
「
雨
水
排
水

計
画
が
遅
れ
て
い
る
の
は
町
の
責

任
だ
。
調
整
池
を
保
留
地
扱
い

に
し
な
い
と
会
計
が
清
算
で
き
な

い
」
と
厳
し
く
迫
ら
れ
た
の
は
事

実
か
。

②
平
成
18
年
12
月
議
会
で
は
町
営

住
宅
建
設
用
の
保
留
地
購
入
と
し

て
基
金
か
ら
の
拠
出
に
議
会
の
承

認
を
得
な
が
ら
、
実
際
に
は
調
整

池
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
り
替
え
で

は
な
い
の
か
。

③
過
去
に
何
度
も
私
か
ら
の
「
町

営
住
宅
建
設
計
画
は
あ
る
の
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、
町
は
「
計
画

は
な
い
」
と
繰
り
返
し
答
弁
し
て

い
る
。
町
営
住
宅
建
設
整
備
以
外

の
使
途
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
基
金

を
用
い
て
購
入
し
た
土
地
を
、
そ

れ
以
外
の
使
途
に
利
用
す
る
の
は

条
例
違
反
で
は
な
い
の
か
。

④
町
営
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
議

会
承
認
を
得
て
購
入
し
た
土
地

に
、
町
営
住
宅
建
設
の
予
定
が
な

い
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
前
町
長
か
ら
注
意
は
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。
基
金
流
用
の
条
例

違
反
に
な
り
か
ね
な
い
と
課
内
で

問
題
視
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。

⑤
町
営
住
宅
建
設
予
定
も
な
い
の

に
偽
っ
て
議
会
の
承
認
を
得
た
な

ら
、
前
町
長
の
虚
偽
提
案
と
な
る
。

本
当
に
町
営
住
宅
を
建
設
す
る
の

な
ら
、
調
整
池
を
さ
ら
地
に
す
る

だ
け
で
も
埋
め
立
て
や
地
盤
整
備

に
数
千
万
円
の
血
税
が
必
要
に
な

る
。
ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

答
【
建
設
計
画
課
長
】
①
当
時
の
記

録
に
よ
り
事
実
で
あ
る
と
確
認
し
て

い
る
。

②
保
留
地
と
し
て
購
入
は
し
た
が
、

雨
水
排
水
整
備
事
業
が
遅
滞
し
て
い

る
た
め
、
完
了
ま
で
の
間
、
調
整
池

と
し
て
お
り
問
題
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

③
現
在
、
町
営
住
宅
建
設
計
画
は
な

い
が
、
当
時
は
あ
っ
た
の
で
基
金
か

ら
の
拠
出
は
条
例
違
反
に
は
あ
た
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

④
前
町
長
か
ら
の
注
意
や
指
摘
は
さ

れ
て
い
な
い
。
課
内
で
も
問
題
視
し

て
き
て
い
な
い
。

⑤
拠
出
金
額
を
一
度
基
金
に
戻
し
て

白
紙
に
し
た
上
で
宅
地
と
し
て
分
譲

す
る
、
ま
た
は
条
例
改
正
を
行
い
新

た
な
活
用
法
を
模
索
す
る
な
ど
で
き

れ
ば
と
思
う
。

農
振
地
域
の
今
後
は
？

問
　農
業
振
興
地
域
は
農
振
法

に
よ
り
利
用
用
途
が
厳
し
く
制
限

を
受
け
て
い
る
。
特
に
農
振
青
地

は
宅
地
へ
の
転
用
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
な
ど
の
設
置

が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
移
住

定
住
推
進
や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
、

町
の
計
画
を
伺
う
。

答
【
農
林
課
長
・
町
長
】
優
良
農
地

の
確
保
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、

今
後
２
カ
年
で
農
業
地
域
振
興
計
画

の
全
体
を
見
直
す
予
定
で
あ
る
。
ま

た
農
振
法
同
様
、
土
地
の
利
活
用
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
に
つ

い
て
も
、
日
野
町
空
家
等
対
策
計
画

に
お
い
て
、
解
体
さ
れ
た
危
険
空
家

跡
に
は
誰
で
も
住
宅
建
築
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
定
住
促
進
に
努
め
て
行

き
た
い
。

　
池
の
土
地
価
格
は
宅
地
の
１
割

〜
２
割
が
相
場
だ
が
、
組
合
に
迫

ら
れ
、
調
整
池
を
保
留
地
の
価
格

で
購
入
し
て
い
る
の
な
ら
大
き
な

問
題
だ
。
議
会
へ
は
保
留
地
購
入

費
と
し
て
予
算
承
認
を
得
て
い
る

が
、
実
態
は
調
整
池
で
あ
る
。
こ

れ
は
虚
偽
提
案
の
可
能
性
も
あ

る
。
提
案
者
の
前
町
長
、
見
抜
け

な
か
っ
た
当
時
の
議
会
も
含
め
調

査
が
必
要
で
あ
る
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

一般質問の動画は右のQRコードを
スマホで読み取ってご視聴いただけます。

町営住宅建設整備以外に利
用できない基金を使って「保
留地」として町が購入した「調
整池」

次
ペ
ー
ジ
は
▼

こ
こ
に
注
目
！
委
員
会
の
報
告
／
ま
ち
の
話
題
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こ こ に 注 目 ！ 委 員 会 の 報 告
まちの話題

　２月３日、ハグロエンジニアリング株式会社（日野町松尾）様より４階議場の議長席、発言席（議
員側、執行側）に設置する新型コロナウイルス感染症対策用のアクリル板スクリーン（計３セッ
ト）をご寄贈いただきました。町長室にも 3 セットご寄贈いただいています。大切に、長く使
わせていただきます。誠にありがとうございました。

　総務常任委員会
 ○核兵器禁止条約への署名・批准を求める請願を審査、意見書決議を提案し、全会一致で可決
　・ 核兵器の開発や実験、使用、使用の威嚇等、全面的に違法となる核廃絶への願いが結実した条約
　＊ これまで 3 度の同請願は不採択でしたが、1 月に国際条約が発効したことから、全会一致で採択
　　 唯一の戦争被爆国である日本政府に「核兵器禁止条

約の署名・批准を求める意見書」を提出した。
 ○ 特別職（参与・日野町学校運営協議会委員）の職員の
報酬に関する条例改正

　 ・ 参与＝日額 20,000 円
　 ・学校運営協議会委員＝年額 5,000 円
　＊ 地域の方々が子どもたちの健全育成や学校運営を改

善する学校運営協議会を４～５年かけ設置する方針。
　産業建設常任委員会 　 
 ○令和 2年度下水道事業会計補正予算（第 3号）2,144 万 7千円
　・ R2 年度の管渠整備事業費は町道西大路大日線、横町線、西大路地区定住宅地を整備工事。
　＊ 県への流域下水道維持管理負担金が 574 万円増額。コロナ対策による外出自粛が要因。
 ○令和 3年度下水道事業会計予算　　　　　14億 958 万 3千円
　・ 管渠整備事業費は大窪南１幹線（岡本町～南大窪町）の雨水排水

整備工事と㈱ダイフクの排水整備工事他 3 億 200 万円、一般会
計繰入 2 億 9,320 万円

　＊ 企業債 2 億 8,080 万円、企業債償還金 4 億 6,094 万円、企業債
合計 53 億円

　厚生常任委員会 　 
○ 日野町高齢者福祉計画・介護保険事業計画第 8期　（R3 ～ R5 年度
の 3年間）
　・ 高齢者が元気に長生きでき、幸せに暮らせる町を目指す事業
　＊ 第 8 期介護保険料（基準保険料）は第７期と同額の月額 6,200 円
○令和 3年度国民健康保険税率は、資産割の税率を半分に引き下げ
○  R２年７月ひだまり事業所のデイサービスが休止されたことについて
　＊ 職員の確保が難しいが、デイサービスの利用再開を要望する。
　予算特別委員会
○ 令和３年度一般会計予算　　89億 1,200 万円　
　・ 人事管理事業の政策参与（非常勤特別職）の配置予算で討論あり。賛成多数で可決
　＊反対討論 ･･･ 国と自治体の情報システムを標準化、統一しようとするもので、町独自に

仕様変更できなくなること、企業が個人情報を利活用しやすくすることが
懸念される。 （注：町当局からは、そのような心配はないと説明しています。）

　＊賛成討論 ･･･ 行政の中に外部の視点を入れていくのは大事なことである。職員の業務軽減や
効率化、コスト軽減が図れる。積極的に取り組んでもらいたい。

　地方創生特別委員会 　 
○ 第 2期「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」を策定
　（R３～５年間）
　＊ 総合計画の中から人口減少、超高齢社会対策に特化

した施策を取り組む。
　議会改革特別委員会 　 
○ 日野町議会業務継続計画（BCP）の概要案（修正分）
を協議

　＊ 議会基本条例と関連付けるよう盛り込む条例改正を、
5 月臨時議会に提案する。

○タブレット導入に関しての検討課題・予算規模について意見交換
　＊ 導入効果とするペーパーレス化は、議案資料作成は町当局であり、町当局と同時導入が必要。

毎回白熱の議論が交わされる委員会の中から、特に注目の報告をピックアップ！

本会議と同じく、全ての委員会が傍聴できます。傍聴席からは、各議員の活発な議論をご覧いただけます。

造成された西大路地区定住宅地
「コスモス ラーラ西大路」

ひだまり事業所

ハグロエンジニアリング株式会社様より、
議場にアクリル板スクリーンを寄贈していただきました

桟敷窓に赤い布。日野ひなまつり紀行の象徴です

　２月 7 日（日）～３月 7 日（日）の 1 か月
間、今年も日野のまちなかは春の訪れを告げる
風物詩「日野ひなまつり紀行」で賑わいました。
期間中、赤い布で飾られた桟敷窓からは、それ
ぞれのお宅で大切にされているお雛様を鑑賞
させていただくことができ、町内の人たちだけ
でなく、県外からの観光客も足を止めて見入っ
ていました。また、２月 27 日（土）、28 日（日）
と３月６日（土）、7 日（日）の 4 日間は、日
野まちかど感応館前で日野祭曳山囃子方交流
会の皆さんによる日野祭囃子の演奏も行われ、
手拍子を入れる親子連れの姿もありました。

◀日野祭曳山囃子方交流会による日野祭囃子の演奏

　昨年からのコロナ禍により、2 年続け
て例年より縮小開催となった日野ひなま
つり紀行ですが、大人も子どもも久しぶ
りの活気に包まれ、皆さんの顔に明るい
笑みが戻ってきた 1 か月間でした。

◀議長席に設置いただいた
　アクリル板スクリーン
　（写真左：歯黒工場長）

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略

基本目標 ①
結婚・出産・子育て
の希望をみんなで
支えてかなえる

基本目標 ②
地域資源を活かし、地
域経済の活力と、暮ら
しを支える雇用をつくる

基本目標 ③
まちの魅力を活かし、
交流を育み、新しい
人の流れをつくる

基本目標 ④
くらしやすい地域を育
み、安心して住み続け
られるまちをつくる

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果

20議会だより
日野町議会



こ こ に 注 目 ！ 委 員 会 の 報 告
まちの話題

　２月３日、ハグロエンジニアリング株式会社（日野町松尾）様より４階議場の議長席、発言席（議
員側、執行側）に設置する新型コロナウイルス感染症対策用のアクリル板スクリーン（計３セッ
ト）をご寄贈いただきました。町長室にも 3 セットご寄贈いただいています。大切に、長く使
わせていただきます。誠にありがとうございました。

　総務常任委員会
 ○核兵器禁止条約への署名・批准を求める請願を審査、意見書決議を提案し、全会一致で可決
　・ 核兵器の開発や実験、使用、使用の威嚇等、全面的に違法となる核廃絶への願いが結実した条約
　＊ これまで 3 度の同請願は不採択でしたが、1 月に国際条約が発効したことから、全会一致で採択
　　 唯一の戦争被爆国である日本政府に「核兵器禁止条

約の署名・批准を求める意見書」を提出した。
 ○ 特別職（参与・日野町学校運営協議会委員）の職員の
報酬に関する条例改正

　 ・ 参与＝日額 20,000 円
　 ・学校運営協議会委員＝年額 5,000 円
　＊ 地域の方々が子どもたちの健全育成や学校運営を改

善する学校運営協議会を４～５年かけ設置する方針。
　産業建設常任委員会 　 
 ○令和 2年度下水道事業会計補正予算（第 3号）2,144 万 7千円
　・ R2 年度の管渠整備事業費は町道西大路大日線、横町線、西大路地区定住宅地を整備工事。
　＊ 県への流域下水道維持管理負担金が 574 万円増額。コロナ対策による外出自粛が要因。
 ○令和 3年度下水道事業会計予算　　　　　14億 958 万 3千円
　・ 管渠整備事業費は大窪南１幹線（岡本町～南大窪町）の雨水排水

整備工事と㈱ダイフクの排水整備工事他 3 億 200 万円、一般会
計繰入 2 億 9,320 万円

　＊ 企業債 2 億 8,080 万円、企業債償還金 4 億 6,094 万円、企業債
合計 53 億円

　厚生常任委員会 　 
○ 日野町高齢者福祉計画・介護保険事業計画第 8期　（R3 ～ R5 年度
の 3年間）
　・ 高齢者が元気に長生きでき、幸せに暮らせる町を目指す事業
　＊ 第 8 期介護保険料（基準保険料）は第７期と同額の月額 6,200 円
○令和 3年度国民健康保険税率は、資産割の税率を半分に引き下げ
○  R２年７月ひだまり事業所のデイサービスが休止されたことについて
　＊ 職員の確保が難しいが、デイサービスの利用再開を要望する。
　予算特別委員会
○ 令和３年度一般会計予算　　89億 1,200 万円　
　・ 人事管理事業の政策参与（非常勤特別職）の配置予算で討論あり。賛成多数で可決
　＊反対討論 ･･･ 国と自治体の情報システムを標準化、統一しようとするもので、町独自に

仕様変更できなくなること、企業が個人情報を利活用しやすくすることが
懸念される。 （注：町当局からは、そのような心配はないと説明しています。）

　＊賛成討論 ･･･ 行政の中に外部の視点を入れていくのは大事なことである。職員の業務軽減や
効率化、コスト軽減が図れる。積極的に取り組んでもらいたい。

　地方創生特別委員会 　 
○ 第 2期「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」を策定
　（R３～５年間）
　＊ 総合計画の中から人口減少、超高齢社会対策に特化

した施策を取り組む。
　議会改革特別委員会 　 
○ 日野町議会業務継続計画（BCP）の概要案（修正分）
を協議

　＊ 議会基本条例と関連付けるよう盛り込む条例改正を、
5 月臨時議会に提案する。

○タブレット導入に関しての検討課題・予算規模について意見交換
　＊ 導入効果とするペーパーレス化は、議案資料作成は町当局であり、町当局と同時導入が必要。

毎回白熱の議論が交わされる委員会の中から、特に注目の報告をピックアップ！

本会議と同じく、全ての委員会が傍聴できます。傍聴席からは、各議員の活発な議論をご覧いただけます。

造成された西大路地区定住宅地
「コスモス ラーラ西大路」

ひだまり事業所

ハグロエンジニアリング株式会社様より、
議場にアクリル板スクリーンを寄贈していただきました

桟敷窓に赤い布。日野ひなまつり紀行の象徴です

　２月 7 日（日）～３月 7 日（日）の 1 か月
間、今年も日野のまちなかは春の訪れを告げる
風物詩「日野ひなまつり紀行」で賑わいました。
期間中、赤い布で飾られた桟敷窓からは、それ
ぞれのお宅で大切にされているお雛様を鑑賞
させていただくことができ、町内の人たちだけ
でなく、県外からの観光客も足を止めて見入っ
ていました。また、２月 27 日（土）、28 日（日）
と３月６日（土）、7 日（日）の 4 日間は、日
野まちかど感応館前で日野祭曳山囃子方交流
会の皆さんによる日野祭囃子の演奏も行われ、
手拍子を入れる親子連れの姿もありました。

◀日野祭曳山囃子方交流会による日野祭囃子の演奏

　昨年からのコロナ禍により、2 年続け
て例年より縮小開催となった日野ひなま
つり紀行ですが、大人も子どもも久しぶ
りの活気に包まれ、皆さんの顔に明るい
笑みが戻ってきた 1 か月間でした。

◀議長席に設置いただいた
　アクリル板スクリーン
　（写真左：歯黒工場長）

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略

基本目標 ①
結婚・出産・子育て
の希望をみんなで
支えてかなえる

基本目標 ②
地域資源を活かし、地
域経済の活力と、暮ら
しを支える雇用をつくる

基本目標 ③
まちの魅力を活かし、
交流を育み、新しい
人の流れをつくる

基本目標 ④
くらしやすい地域を育
み、安心して住み続け
られるまちをつくる
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補正予算（１議案）
令和２年度日野町一般会計補正予算（第８号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

加
藤

〇賛成　×反対

第１回臨時会(２月10日開催）
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　規則の一部改正（１議案）

日野町議会会議規則（一部改正）
①議員の議会への欠席事由を整備②請願書提出時に求め
られている請願者の押印義務付けの見直し

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

特別委員会の設置・委員の選任（２件）

総合計画特別委員会の設置 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

総合計画特別委員会の委員の選任 選　任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

　請願の審査（１件）

日本政府に対し、「核兵器禁止条約」への署名・批准を求
める請願
（請願団体）日野町平和委員会事務局長：藤岡博氏、日野
町母親大会連絡会会長：岡本明美氏
（紹介議員）加藤和幸議員・齋藤光弘議員

採　択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

意見書の決議（１件）

「核兵器禁止条約」への署名・批准を求める意見書
提出者：中西佳子総務常任委員長 決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

加
藤

＊意見書決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか、事務局までお問い合わせ下さい。
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人事（１議案）
日野町教育委員会教育長　安田寛次氏（松尾） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

総合計画の策定（１議案）

日野町総合計画について
日野町総合計画策定条例に基づく日野町総合計画（基本
構想、基本計画）の策定

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

工事請負契約の変更（１議案）

町民会館わたむきホール虹特定天井耐震改修工事
▽契約の金額：185,900,000 円　▽契約の相手方：（株）
大兼工務店　代表取締役　辻野宜昭

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例の制定・一部改正（９議案）

日野町農林事業分担金徴収条例（制定）
農林事業の分担金に関する事項を定めるための条例制定
（既存の７条例を廃止し、農業および林業事業の分担金の
徴収に関する事項を整理し、新たに定めるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町職員の服務の宣誓に関する条例（一部改正）
宣誓書の押印欄を削除等するもの 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関
する条例（一部改正）
①参与および学校運営協議会委員の報酬ならびに通勤に
要する費用弁償に関する事項を定めるもの②一般職の職
員の併給について改めるもの

原案可決 〇 〇 〇
棄
権 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

日野町職員の特殊勤務手当に関する条例（一部改正）
関係法令の改正に伴う改正（新型コロナウイルス感染症
の定義を改めるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備およ
び運営に関する基準を定める条例等（一部改正）
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す
る基準等の一部を改正する省令の制定公布等に伴う４条
例の改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町介護保険条例（一部改正）
介護保険事業計画（第 8期）の策定に伴う介護保険料を
定め､ 市町村特別給付等を定めるもの

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

加
藤

第2回定例会(３月１日～26日開催）

日野町国民健康保険条例（一部改正）
新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正す
る法律の制定公布に伴う改正（新型コロナウイルス感染
症の定義を改めるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町国民健康保険税条例（一部改正）
国民健康保険税の税率を改めるための改正（資産割額算
定の税率を引き下げるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町福祉対策基金条例を廃止する条例（制定）
福祉対策基金を廃止するための条例を制定するもの 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

補正 予算　（９議案）

令和２年度　一般会計（第９号）、国民健康保険特別会計
（第４号）、簡易水道特別会計（第２号）、農業集落排水事
業特別会計（第２号）、介護保険特別会計（第３号）、後
期高齢者医療特別会計（第２号）、水道事業会計 (第３号）、
下水道事業会計 (第３号）
令和３年度　一般会計（第１号）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

当初予算（９議案）

令和３年度　一般会計 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

令和３年度　国民健康保険特別会計、簡易水道特別会計、
農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計、後期高
齢者医療特別会計、西山財産区会計、水道事業会計、下
水道事業会計

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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補正 予算（１議案）
令和２年度日野町一般会計補正予算（第８号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

加
藤

〇賛成　×反対

第１回臨時会(２月10日開催）

議 員 提 出 議 案 結　果 野
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　規則の一部改正（１議案）

日野町議会会議規則（一部改正）
①議員の議会への欠席事由を整備②請願書提出時に求め
られている請願者の押印義務付けの見直し

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

特別委員会の設置・委員の選任（２件）

総合計画特別委員会の設置 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

総合計画特別委員会の委員の選任 選　任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

　請願の審査（１件）

日本政府に対し、「核兵器禁止条約」への署名・批准を求
める請願
（請願団体）日野町平和委員会事務局長：藤岡博氏、日野
町母親大会連絡会会長：岡本明美氏
（紹介議員）加藤和幸議員・齋藤光弘議員

採　択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

意見書の決議（１件）

「核兵器禁止条約」への署名・批准を求める意見書
提出者：中西佳子総務常任委員長 決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

加
藤

＊意見書決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか、事務局までお問い合わせ下さい。
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人 事（１議案）
日野町教育委員会教育長　安田寛次氏（松尾） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

総合計画の策定（１議案）

日野町総合計画について
日野町総合計画策定条例に基づく日野町総合計画（基本
構想、基本計画）の策定

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

工事請負契約の変更（１議案）

町民会館わたむきホール虹特定天井耐震改修工事
▽契約の金額：185,900,000 円　▽契約の相手方：（株）
大兼工務店　代表取締役　辻野宜昭

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例の制定 ・一部改正（９議案）

日野町農林事業分担金徴収条例（制定）
農林事業の分担金に関する事項を定めるための条例制定
（既存の７条例を廃止し、農業および林業事業の分担金の
徴収に関する事項を整理し、新たに定めるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町職員の服務の宣誓に関する条例（一部改正）
宣誓書の押印欄を削除等するもの 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関
する条例（一部改正）
①参与および学校運営協議会委員の報酬ならびに通勤に
要する費用弁償に関する事項を定めるもの②一般職の職
員の併給について改めるもの

原案可決 〇 〇 〇
棄
権 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

日野町職員の特殊勤務手当に関する条例（一部改正）
関係法令の改正に伴う改正（新型コロナウイルス感染症
の定義を改めるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備およ
び運営に関する基準を定める条例等（一部改正）
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す
る基準等の一部を改正する省令の制定公布等に伴う４条
例の改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町介護保険条例（一部改正）
介護保険事業計画（第 8期）の策定に伴う介護保険料を
定め､ 市町村特別給付等を定めるもの

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

加
藤

第2回定例会(３月１日～26日開催）

日野町国民健康保険条例（一部改正）
新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正す
る法律の制定公布に伴う改正（新型コロナウイルス感染
症の定義を改めるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町国民健康保険税条例（一部改正）
国民健康保険税の税率を改めるための改正（資産割額算
定の税率を引き下げるもの）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町福祉対策基金条例を廃止する条例（制定）
福祉対策基金を廃止するための条例を制定するもの 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

補正予算　（９議案）

令和２年度　一般会計（第９号）、国民健康保険特別会計
（第４号）、簡易水道特別会計（第２号）、農業集落排水事
業特別会計（第２号）、介護保険特別会計（第３号）、後
期高齢者医療特別会計（第２号）、水道事業会計 (第３号）、
下水道事業会計 (第３号）
令和３年度　一般会計（第１号）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

当初予算（９議案）

令和３年度　一般会計 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

令和３年度　国民健康保険特別会計、簡易水道特別会計、
農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計、後期高
齢者医療特別会計、西山財産区会計、水道事業会計、下
水道事業会計

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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第
四
波
の
兆
し
が
見
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
、
住
民
の
皆
様
も
よ
り
一
層
の
ご
留
意
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
三
月
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
議
員
の
倫
理
や
資
質
が
問
わ
れ

る
議
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
会
議
規
則
を
逸
脱
し
た
行
為

が
目
立
つ
一
方
、
蔑
視
問
題
が
大
き
く
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
最
中
「
日
野
に
何
の
縁
の
な
い
人
」を
始
め
と
し
て
、

町
外
か
ら
の
政
策
参
与
登
用
に
も
異
を
唱
え
ら
れ
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
」
を
基

本
に
、
他
方
か
ら
日
野
を
見
た
意
見
も
参
考
に
す
る
事
も

大
切
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
そ
の
ま
た
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
新
町
政
と
し
て
〝
確
か
な
未
来
像
〞
を
創

り
あ
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
町
は
こ
の
程
、
令
和

三
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
中
長
期
財
政
見
通
し

（
案
）
を
議
会
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
申
す
ま
で
も
な
く
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
町
を
分
断
さ

せ
る
意
見
よ
り
、
今
こ
そ
町
民
各
層
、
特
に
若
者
や
女
性

の
意
見
を
参
考
に
し
、
議
会
も
一
丸
と
な
っ
て
住
民
福
祉

向
上
の
政
策
を
提
言
す
る
時
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
格
別
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議長 杉浦 和人

　
日
野
町
の
第
６
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
住
民
参
加
の
町
の
指
針
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
２
年
目
に
入
り
、
マ
ス
ク
姿

は
日
常
化
、
議
場
に
も
仕
切
り
板
が
も
う
け

ら
れ
、
検
温
や
消
毒
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
感
染
防
止
の
あ
ま
り
、
人
と
人
と

の
絆
が
弱
ま
っ
た
り
、
議
会
が
多
く
の
み
な

さ
ん
の
声
を
聞
く
機
能
ま
で
失
っ
て
し
ま
っ

て
は
な
ら
な
い
と
自
戒
し
て
い
ま
す
。

　
ご
意
見･

ご
要
望
を
身
近
な
議
員
や
議
会

事
務
局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。（加

　
和
幸
）

議

長

コ

ラ

ム

多
く
の
意
見
を

　
　参
考
に
し
て

議会広報特別委員会
委員長　　後藤　勇樹（P１・21）

副委員長　加 　和幸（P24）

委員　　　齋藤　光弘（P20）

委員　　　中西　佳子（P４・５）

委員　　　髙橋源三郎（P６）

委員　　　山本　秀喜（P４・５）

委員　　　野矢　貴之（P２・３）

 ⁂（ 　）は担当したページ

教育長に安田寛
ひろつ ぐ

次氏が就任
4月2日

　後任の新教育長に、前日野小学校長の安田
寛次氏（60歳）が４月２日付で就任されまし
た。安田氏は桜谷小、日野小、必佐小、日野
町教育委員会など長年町内で教育に携わって
こられた方です。松尾在住。

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ 【
予
定
】

６
月
１
日
　
本
会
議
（
開
会
・
提
案
説
明
）

　
　
11
日
・
14
日
　
本
会
議 （
質
疑
・
一
般
質
問
）

　
　
24
日
　
本
会
議
　（
採
決
・
閉
会
）

今宿綾子教育長が任期満了で退任
4月1日

【訂正】２月15日発行の第13号３ページ左上2段目で誤字がありましたので訂正致します。
　　　   ( 誤 ) 介護スタッフの人出不足⇒（正）介護スタッフの人手不足

　南比都佐小、日野小、必佐小など町内の小
学校を経て、2015（平成27）年４月から２
期６年にわたって町教育長として活躍された
今宿綾子氏がこのほど退任されました。あり
がとうございました。

教
育
長
就
任
式
で

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る

安
田
新
教
育
長

今
宿
教
育
長︵
前
列

中
央
︶
を
囲
ん
で

 

︵
日
野
町
議
会
︶

＊
「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
す
る
ご
意
見
募
集
中
！
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
郵
送
・e-m

ail

ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
持
参
願
い
ま
す
。
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